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※このご案内は、令和7年度小学校新1年生の保護者の方にお送りしています。





小学校入学を迎えるお子様の保護者の皆様へ
新宿区教育委員会

教育長　針谷　弘志

お子様の来年度の小学校への入学にあたり、これまでの健やかなご成長を心よりお祝い
申し上げます。

近年、子どもたちを取り巻く教育環境は大きく、そして目まぐるしく変化しています。
今後も、災害や気候変動などの地球規模の環境問題、さらなる情報化やグローバル化、

人工知能（ＡＩ）の急速な進化など社会や生活を大きく変化させることが予測されます。
こうした複雑で予測困難な時代だからこそ、子どもたちには変化を前向きに受け止め、

社会や人生を、個々の感性を働かせて、より豊かなものにしていくことが期待されていま
す。

新宿区教育委員会では、子どもたちが生涯を切り拓いていく力を一層伸ばしていくた
め、10年後の子どもたちの育ち・学びを見据えた「新宿区教育ビジョン」を平成30年2月に
策定し、これに基づき、多岐にわたる教育活動に取り組んでいます。

主な取組では、新時代の学びを支え、子どもたちが主体的に学ぶことができる「新宿区
版ＧＩＧＡスクール構想」を推進しています。

一人1台貸与されているタブレット端末のさらなる活用を図り、ＡＩ機能をもつデジタル
ドリルを活用した個別最適な学びや、個々の考えを広げたり共有したりすることができる
協働学習支援ツールを活用した協働的な学びを進めていきます。

また、グローバルな視点から「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の達成に向け、あら
ゆる教育・学習機会をとらえて、「持続可能な社会の創り手」の育成を目指します。

さらに、子育て世帯の負担軽減として、新宿区教育委員会では、新入学を迎える学齢の
お子様に、小学１年生５万円、中学１年生10万円の入学祝金を支給しています。また、令
和６年度からは、区立学校に通う全てのお子様の給食費を無償化するとともに、区立学校
に通っていないお子様には、区立学校の給食費相当額を給付金として支給します。

こうした取組のほか、各学校では特色を生かした多様な教育活動を展開しています。
詳しくは、本案内冊子や各学校のホームページをご参照ください。

教育は一生の財産です。一度、身についた知識や経験はどんなことがあっても、誰にも
奪われることはありません。

子どもたちの確かな学びを保証し、生きる力を育むために、子どもたちの探求心や創造
力、失敗を恐れずに挑戦する気持ちを育てていきたいと思います。

来年の４月に、お子様が新１年生となり元気に楽しく学校生活を送られることを願って
います。

令和6年8月
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【就学（入学）の流れ】 通学区域の学校を希望

手続き不要

通学区域の学校へ入学

通学区域の学校の
入学通知書を送付

10月下旬まで

12月上旬

4月

就学時健康診断通知書の 　

申立てした学校の
入学通知書を送付

申立てした学 校へ

　　　 指定

基準該当
【許可】

結果
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9月30日まで

送付（通学区域の学校で受診）

※詳しくは、Ｐ5をご覧ください。

学校運営課へ申立て

付

た学 校へ入学 通学区域の学校へ入学

学校運営課へ申立て

指定校変更等審査会（第2回審査）

結果通知の送付

通学区域の学校の入学通知書を送付

　　　 指定校変更等審査会（第1回審査）　

基準該当
【許可】

ランク
Ａ・Ｂ

【審査保留】

定員超過
【不許可】

基準非該当
【不許可】

1月中旬以降
「第2回審査」で審査

基準非該当
【不許可】

結果通知を送付 12月2日予定

2月3日予定
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通学区域の学校
以外の学校を希望

基準該当

【審査保留】

通学区域の学校以外の区立学校を希望

希望がなければ
通学区域の学校
へ入学

12月27日まで

定員超過

基準該当

2
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■就学（入学）する学校について

■就学（入学）にあたっての注意事項
 ○ 自転車・自家用車等での通学は出来ません。
○ 通学・在校時に携帯電話等、学習に関係ない不要物や不要な金銭を所持することは
できません。

○各学校によって、生活指導上の注意事項があります。
○ 東日本大震災の経験から、学校で震度5弱以上の地震が発生した場合は、学校に児
童を留め置くため、保護者の方にお迎えをお願いします。

■学校情報の提供
 ○ 学校公開及び学校説明会を各小学校で開催する予定です。公開期間中は、実際の教
育現場を直接ご覧いただけます。公開日等詳細は、各小学校へお問い合わせください。

○ 本冊子や各小学校のホームページもご覧ください。
※ 本冊子の学校別案内に記載の「学級数・児童数」は、令和６年５月1日現在の数値
です。

※各小学校の詳しい状況は、直接学校にお問い合わせください。

■就学時健診について

■学級編制について

 お住まいの通学区域の学校で受診していただきます。なお、就学時健康診断通知書
は10月下旬までに発送する予定です。

4

就学（入学）のご案内
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お子様の就学（入学）する学校は、住民基本台帳の住所により、教育委員会が指定
しています（指定校）。原則として、住所により定められた通学区域の学校である指
定校に就学（入学）となります。

区立小学校の学級は、令和７年度には35人学級で編制する予定です。ただし、児
童数、学校施設の状況、教育上の配慮等を踏まえて、36人以上の学級編制を行う場
合があります。

4
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■指定校変更制度について
 　指定校を変更せざるを得ない特別な事情がある場合、保護者の方は「指定校変更の
申立て」を行うことができます。申立てを行う場合は、本冊子とあわせて送付してお
ります「令和７年度小学校新1年生・保護者の方へ　指定校変更制度について（概要）」　
をご覧の上、手続きを行ってください。なお、申立てをいただいた理由を踏まえ、
審査を行った結果、指定校変更の申立てが不許可となる場合があります。（本審査は、
個人情報を扱うこととなるため、非公開です。また、1件ずつ事情を踏まえて審査する
ため、決定に時間がかかります。）
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■通学区域の変更について（令和7年度）
四谷地区における区立小学校の教育環境の維持向上を図るため、令和7年4月1日か

ら以下のとおり通学区域を変更します。
〇対象地域
 以下の地域を四谷小学校から花園小学校の通学区域に変更します。
・四谷四丁目（2番地、3番地及び8番地から34番地）　・富久町（8番及び9番）
〇実施時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 令和7年4月1日　　　　　　　　　　　　　　
〇対象児童　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 令和7年4月1日以降に入学（転入学及び編入学を含む。）する児童
〇経過措置
 対象地域に居住する児童は、希望により四谷小学校を指定校として選択すること
ができます。四谷小学校への入学を希望する方は、指定校変更の申立てが必要にな
ります。

 申立てを行う場合は、本冊子とあわせて送付しております「令和7年度小学校新一
年生・保護者の方へ 指定校変更制度について（概要）」をご覧の上、手続きを行って
ください。
☞四谷小学校について　38ページ
☞花園小学校について　42ページ

※通学区域の見直しについての詳細は、新宿区ホームページ（以下の二次元コード）に
てご覧いただけます。

▲「通学区域の見直し」　　　　　　▲「学区域一覧」

5
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※　国私立等小学校に就学（入学）するため、新宿区立小学校に就学（入学）しな
い方は、新宿区教育委員会におけるお子様の就学先の確認や円滑な学級編制のため
に、速やかなお手続きをお願いいたします。
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重要

■新宿区内で転居した場合について

新宿区内で転居した場合、転居届を提出した時点で、指定校は新しい住所地の通学
区域の学校です。入学後、転居した場合も同様です。

○通学区域の学校に就学（入学）する場合
　　　手続きは不要です。
○通学区域以外の区立学校に就学（入学）を希望する場合

　　 　詳しくは、P5をご覧下さい。

■新宿区に転入した場合について

新宿区に転入した場合、転入届を提出した時点で、指定校は住所地の通学区域の学
校です。

○通学区域の学校に就学（入学）する場合
　　 　手続きは不要です。
○通学区域以外の区立学校に就学（入学）を希望する場合

　　 　詳しくは、P5をご覧下さい。

6
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※　国私立等小学校に就学（入学）するため、新宿区立小学校に就学（入学）しな
い方は、新宿区教育委員会におけるお子様の就学先の確認や円滑な学級編制のため
に、速やかなお手続きをお願いいたします。
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■その他のご案内
（1）就学（入学）後の費用負担について

①　公立小学校は、入学金、授業料、教科書代、給食費などは無料です。
②　保護者の方の負担となるのは、学用品、校外学習や移動教室の費用などです

が、お支払いが困難なご家庭には、所得基準によりこれらの経費の一部を補助す
る制度（就学援助）があります。新宿区立小学校に通学している児童の保護者の
方には、学校を通じて「新宿区就学援助のお知らせ」を配布します。

③　国私立等の新宿区立小学校以外に就学（入学）を予定している児童の保護者の
方は、教育委員会事務局学校運営課 学校運営支援係までご相談ください。

（2）特別支援教育について
　特別支援学級への入級等を検討している方は、教育委員会事務局 教育支援課 特
別支援教育係までご相談ください。詳しくは、P15からP17をご覧ください。

（3）新宿区立小学校以外の学校への就学（入学）について
①　国私立等小学校（学校教育法第1条に規定する学校）への就学（入学）が決定

した方
　　就学（入学）が決まった学校の「入学許可証」又は「入学承諾書」を受け取り

次第、お近くの特別出張所又は教育委員会事務局 学校運営課 学校運営支援係ま
でご持参のうえ、窓口で「区域外就学届書」の記入及び提出をしてください。

　　なお、国私立等入学の届出は下記二次元コードより電子申請でも行うことがで
きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
②　学校教育法第1条に規定する学校以外の学校（インターナショナルスクール等）

への就学（入学）が決定した方
　　詳しくは、P13からP14をご覧ください。

■問合せ先
新宿区教育委員会事務局 学校運営課 学校運営支援係
電話　03－5273－3089　　FAX　03－5273－3580　
新宿区ホームページ　http://www.city.shinjuku.lg.jp/

▲国私立等入学の届出

▲新宿区ホームページ



88

よくあるご質問にお答えします
学区制度について
Ｑ：通学区域制度とは、何ですか？

Ａ：新宿区では、「新宿区立学校通学区域に関する規則」により、お住まいの住所ごとに各
学校の通学区域を定め、これに基づいて義務教育の年齢のお子様の就学すべき学校を指
定しており、これを通学区域制度と呼んでいます。

Ｑ：通学区域以外の区立学校に入学する方法はありますか？

Ａ：区立学校は住所により通学区域が定められており、お子様の就学（入学）する学校は、
住民基本台帳の住所により、教育委員会が指定しています（指定校）。その指定校を変更
せざるを得ない特別な事情がある場合、保護者の方は「指定校変更の申立て」を行うこ
とができます。「指定校変更の申立て」を行う事情がある場合は、本冊子とあわせて送
付しております「令和７年度小学校新1年生・保護者の方へ  指定校変更制度について

　 （概要）」をご覧の上、手続きを行ってください。※外国籍の方は、はじめに「外国籍
就学申請書」をご提出ください。

Ｑ：「指定校変更申立書」を提出したのですが、事情が変わり通学区域の学校に入学したい
と考えています。「指定校変更申立」を取り下げることはできますか？

Ａ：お手元に審査結果通知が届く前でしたら、取り下げることができます。教育委員会事務
局 学校運営課 学校運営支援係の窓口で、取下書をご記入ください。

就学先と手続きについて
Ｑ：通学区域の小学校に就学（入学）するつもりです。何か手続きが必要ですか？

Ａ：手続きは不要です。12月中旬に通学区域の学校が記載された「入学通知書」をお送りし
ますので、入学式当日、就学（入学）する学校へお持ちください。

Ｑ：新宿区立学校以外の学校（国私立等小学校）への就学（入学）が決まりました。
　　何か手続きが必要ですか？

Ａ：就学（入学）が決まった学校の「入学許可証」又は「入学承諾書」を受け取り次第、
お近くの特別出張所又は教育委員会事務局 学校運営課 学校運営支援係までご持参のう
え、窓口にあります「区域外就学届書」の記入及び提出をしてください。なお、「国私
立等入学の届出」は下記二次元コードより電子申請でも行うことが

　　できます。

Ｑ：新宿区以外の自治体の公立学校に就学（入学）を希望しています。
　　何か手続きが必要ですか？

Ａ：新宿区以外の自治体の公立学校に就学（入学）を希望する場合、希望する学校がある自
治体の教育委員会に相談してください。

国私立等入学の届出▶
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Ｑ：事情により、住民登録地ではない住所に住んでいます。就学（入学）するにあたり、何
か手続きが必要ですか？

Ａ：実際に住んでいる住所地の通学区域の学校が指定校となります。その場所に居住の実態
があることが証明できるもの（住居の賃貸借契約書、公営住宅入居証明書、公共料金領
収書、居所同意書等）及び本人・保護者の方の氏名等が確認できるもの（住民票、健康
保険証、マイナンバーカード等）をご持参の上、教育委員会事務局 学校運営課 学校運
営支援係へご相談ください。

Ｑ：海外の学校に就学（入学）を予定しています。何か手続きが必要ですか？

Ａ：新宿区で国外転出の届出をされた方は教育委員会事務局 学校運営課 学校運営支援係で
の手続は「不要」です。一方、留学等やむを得ない事情で新宿区内に住民登録を残した
まま海外で就学する場合、渡航するお子様のパスポートをご持参の上、教育委員会事務
局 学校運営課 学校運営支援係の窓口にあります「不就学申出書」の記入及び提出をし
てください。なお、「不就学申出」の手続きは下記二次元コードより電子申請でも行う
ことができます。

　　※外国籍のお子様は届出不要です。

Ｑ：外国籍のみを持つ子どもが、新宿区立学校への就学（入学）を希望する場合、何か手続き
が必要ですか？

Ａ：日本国籍を持つお子様は、小・中学校への就学に際し、義務教育の仕組みの中で取り扱
われますが、外国籍のみを持つお子様は、就学（入学）にあたっては、受入れのための
手続きとして外国籍就学申請が必要となります。本冊子とあわせて送付しております
「お知らせ」をご覧の上、手続きを行ってください。

Ｑ：学校教育法第1条に規定する学校以外の学校（インターナショナルスクール等）への就
学（入学）を予定しています。何か問題がありますか？

Ａ：日本国籍のみをお持ちの方は、「就学義務違反」となりますので、すぐに学校教育法第
1条に規定する学校に就学（入学）してください。

　　日本国籍と外国籍を両方お持ちの方は、学校教育法第1条に規定する学校以外の学校
への就学（入学）が決まりましたら、日本国籍と外国籍の両方を証明する書類（パスポー
ト、出生証明等）及び就学（入学）が決まった学校を証明できる書類（在学証明書等）を
ご持参の上、教育委員会事務局 学校運営課 学校運営支援係の窓口にあります「就学猶
予（免除）願」の記入及び提出をしてください。なお、「就学猶予（免除）」の手続きは下記
二次元コードより電子申請でも行うことができます。詳しくは、P13からP14をご覧くださ
い。

▲不就学申出

就学猶予▶
（免除）
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健康診断・学校説明会について
Ｑ：就学時健康診断は、どこで受診しますか？

Ａ：お住まいの通学区域の学校で受診していただきます。なお、就学時健康診断通知書は
10月下旬までに発送する予定です。

Ｑ：入学式の日時や新1年生保護者会についての案内は、いつ届きますか？

Ａ：12月中旬にお送りする「入学通知書」とあわせて、ご案内します。

特別支援学級について
Ｑ：特別支援学級への入級等を考えています。何か手続きが必要ですか？

Ａ：教育委員会事務局 教育支援課 特別支援教育係までご相談ください。詳しくは、P15か
らP17をご覧ください。

転居・転入の際について
Ｑ：新宿区に転入しました。何か手続きが必要ですか？

Ａ：新宿区に転入した場合、転入届を提出した時点で、住所地の通学区域の学校が指定校と
なります。詳しくは、P6をご覧ください。

Ｑ：新宿区内で転居しました。何か手続きが必要ですか？

Ａ：新宿区内で転居した場合、転居届を提出した時点で、新しい住所地の通学区域の学校が
指定校となります。就学（入学）後も同様です。詳しくは、P6をご覧ください。
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【小学校一覧】
※下記ホームページアドレスで各校のホームページにアクセスできます。

学　校　名 所在地／電話 ホームページアドレス

津 久 戸 津久戸町2－2 ☎03-3266-1601 https://www.shinjuku.ed.jp/es-tsukudo/index.html

江 戸 川 水道町1－28 ☎03-3266-1602 https://www.shinjuku.ed.jp/es-edogawa/index.html

市 　 　 谷 市谷山伏町1－3 ☎03-3266-1603 https://www.shinjuku.ed.jp/es-ichigaya/index.html

愛 　 　 日 北町26 ☎03-3266-1604 https://www.shinjuku.ed.jp/es-aijitsu/index.html

早 稲 田 早稲田南町25 ☎03-3205-9501 https://www.shinjuku.ed.jp/es-waseda/index.html

鶴 　 　 巻 早稲田鶴巻町140 ☎03-3205-9502 https://www.shinjuku.ed.jp/es-tsurumaki/index.html

牛 込 仲 之 市谷仲之町4－33 ☎03-3358-3762 https://www.shinjuku.ed.jp/es-ushigomenakano/index.html

富 　 　 久 富久町7－24 ☎03-3358-3763 https://www.shinjuku.ed.jp/es-tomihisa/index.html

余 丁 町 若松町13－1 ☎03-3205-9503 https://www.shinjuku.ed.jp/es-yochomachi/index.html

東 戸 山 戸山2－34－2 ☎03-3205-9504 https://www.shinjuku.ed.jp/es-higashitoyama/index.html

四 　 　 谷 四谷2－6 ☎03-5369-3776 https://www.shinjuku.ed.jp/es-yotsuya/index.html

四 谷 第 六 大京町30 ☎03-3358-3767 https://www.shinjuku.ed.jp/es-yotsuya6/index.html

花 　 　 園 新宿1－22－1 ☎03-3353-8276 https://www.shinjuku.ed.jp/es-hanazono/index.html

大 久 保 大久保1－1－21 ☎03-3205-9506 https://www.shinjuku.ed.jp/es-okubo/index.html

天 　 　 神 新宿6－14－2 ☎03-3358-3769 https://www.shinjuku.ed.jp/es-tenjin/index.html

戸 　 　 山 百人町2－1－38 ☎03-3205-9507 https://www.shinjuku.ed.jp/es-toyama/index.html

戸 塚 第 一 西早稲田3－10－12 ☎03-3205-9508 https://www.shinjuku.ed.jp/es-totsuka1/index.html

戸 塚 第 二 高田馬場1－25－21 ☎03-3205-9509 https://www.shinjuku.ed.jp/es-totsuka2/index.html

戸 塚 第 三 高田馬場3－18－21 ☎03-3227-2101 https://www.shinjuku.ed.jp/es-totsuka3/index.html

落 合 第 一 中落合2－13－27 ☎03-3565-0940 https://www.shinjuku.ed.jp/es-ochiai1/index.html

落 合 第 ニ 上落合2－10－23 ☎03-3227-2102 https://www.shinjuku.ed.jp/es-ochiai2/index.html

落 合 第 三 西落合1－12－20 ☎03-3565-0941 https://www.shinjuku.ed.jp/es-ochiai3/index.html

落 合 第 四 下落合2－9－34 ☎03-3565-0942 https://www.shinjuku.ed.jp/es-ochiai4/index.html

落 合 第 五 上落合3－1－6 ☎03-3227-2103 https://www.shinjuku.ed.jp/es-ochiai5/index.html

落 合 第 六 西落合4－11－21 ☎03-3565-0943 https://www.shinjuku.ed.jp/es-ochiai6/index.html

淀 橋 第 四 北新宿3－17－1 ☎03-3227-2105 https://www.shinjuku.ed.jp/es-yodobashi4/index.html

柏 　 　 木 北新宿2－11－1 ☎03-3227-2104 https://www.shinjuku.ed.jp/es-kashiwagi/index.html

西 新 宿 西新宿4－35－5 ☎03-3373-6031 https://www.shinjuku.ed.jp/es-nishishinjuku/index.html

西 戸 山 百人町4－2－1 ☎03-3227-2107 https://www.shinjuku.ed.jp/es-nishitoyama/index.html

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   11 2017/07/21   14:07
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区内小学校　校地面積及び校庭面積

小学校 校地面積（㎡） 校庭面積（㎡）

津 久 戸

江 戸 川

市 谷

愛 日

早 稲 田

鶴 巻

牛 込 仲 之

富 久

余 丁 町

東 戸 山

四 谷

四 谷 第 六

花 園

大 久 保

天 神

戸 山

戸 塚 第 一

戸 塚 第 二

戸 塚 第 三

落 合 第 一

落 合 第 ニ

落 合 第 三

落 合 第 四

落 合 第 五

落 合 第 六

淀 橋 第 四

柏 木

西 新 宿

西 戸 山

4,740

4,534

6,050

4,533

8,401

5,417

5,184

4,607

7,059

14,890

7,005

5,516

4,154

7,204

7,425

6,908

6,577

6,169

6,055

8,257

8,419

6,028

8,471

6,864

6,298

6,697

6,670

14,159

8,136

1,313

1,958

2,979

 1,008

2,455

1,964

2,041

1,808

2,276

8,388

2,138

1,916

1,432

2,464

2,831

2,438

2,593

2,336

2,709

2,217

2,691

2,207

2,234

1,872

2,988

2,354

2,464

5,129

1,767

2017/07/21   14:07
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（令和6年4月1日現在）
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学校教育法第1条に規定する学校以外の学校
（インターナショナルスクール等）への就学をお考えの方へ

お子様の国籍によって、手続きが異なりますが、
次の1 から3 の全ての方にご注意いただきたい点があります。

原則として、インターナショナルスクール等の小学部（同法第1条に規定する学校以
外）を卒業されても、直ちに区立中学校等への就学（入学）は認められません。小学校卒
業後のお子様の進路等についても、十分にお考えいただいたうえで、ご判断ください。

1　日本国籍のみをお持ちの方
⇒就学義務違反です。すぐに学校教育法第1条に規定する学校に就学（入学）して
ください。

　インターナショナルスクールには、学校教育法第1条に規定する学校として認定を受け
ている学校もあります。それぞれのインターナショナルスクールにご確認ください。

学校教育法第17条
１　　保護者は、子の満6歳に達した日の翌日以後における最初の学年の初めから、

満12歳に達した日の属する学年の終わりまで、これを小学校の課程、義務教育学
校の前期課程又は特別支援学校の小学部に就学させる義務を負う。ただし、子
が、満12歳に達した日の属する学年の終わりまでに小学校・義務教育学校前期
課程又は特別支援学校の小学部の課程を修了しないときは、満15歳に達した日
の属する学年の終わり（それまでの間においてこれらの課程を修了したときは、
その修了した日の属する学年の終わり）までとする。

２　　保護者は、子が小学校の課程、義務教育学校の前期課程又は特別支援学校の
小学部の課程を修了した日の翌日以後における最初の学年の初めから、満15歳
に達した日の属する学年の終わりまで、これを中学校、義務教育学校の後期課程、
中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の中学部に就学させる義務を負う。

学校教育法第144条
　第17条第1項又は第2項の義務の履行の督促を受け、なお履行しない者は、
10万円以下の罰金に処する。

2　日本国籍と外国籍を両方お持ちの方
⇒就学義務の猶予（免除）の届出が必要です。

　学校教育法第1条に規定する学校以外の学校への就学（入学）が決まりましたら、日本国
籍と外国籍の両方を証明する書類（パスポート、出生証明等）及び就学（入学）が決まっ
た学校を証明できる書類（在学証明等）をご持参の上、新宿区教育委員会事務局 学校運営
課　学校運営支援係の窓口にあります「就学猶予（免除）願」の記入及び提出をしてくだ
さい。なお、「就学猶予（免除）願」の手続きは下記二次元コードより電子申請でも行う
ことができます。

注意！

就学猶予▶
（免除）
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特別支援教育を推進しています特別支援教育を推進しています
～すべての子どもがいきいきと学び、共に生きる学校・社会を目指して～

子どもたちの成長とその歩みは一人一人違います。
新宿区では、一人一人の能力や可能性を最大限に伸ばし、すべての子どもがいき

いきと学ぶ教育環境の実現を目指して、特別支援教育の推進に取り組んでいます。

～一人一人にきめ細かな支援を行うための7つの取組～
1　特別支援教育推進員の配置による支援を実施しています　
　通常の学級に在籍し、発達障害等があるため支援を必要としている児童に対して、特別支援
教育推進員を配置し、適切な教育的支援を行う等、学校内支援体制の充実を図っています。

2　専門家による巡回相談を実施しています
　学識経験者、心理職等の専門家による巡回相談を実施し、教員に対し、学習環境や指導方法
等についての助言を行っています。

3　学校内に「校内委員会」を設置し、「特別支援教育コーディネーター」を指名しています
　児童の実態を把握し、支援の計画立案等を行うため、学校内に「校内委員会」を設置してい
ます。また、校内委員会と外部関係機関との連絡調整や保護者に対する相談窓口の担い手とし
て、学校は「特別支援教育コーディネーター」を指名し、支援の計画作りやスクールカウンセ
ラーを含めた、全教職員の共通理解を図るための研修等を実施しています。

4　教員の専門性と資質の向上を図っています
　区では、障害の状況に応じた教育や指導の専門性を高めるために、特別支援教育の研修会等
を実施しています。

5　特別支援学校と連携しています
　特別支援学校や区立新宿養護学校に在籍する児童については、居住する地域の区立学校に副
籍を置き、希望する場合、共同学習や学校便りの交換等の交流を行っています。
また、教員相互の交流や研修会等を進め、指導等に生かしています。

6　児童及び保護者・区民への理解啓発を行っています
　各学校では人権教育の場を通じて、障害の有無にかかわらず、児童が互いを認め合い、支え
あう心を育てています。そのほか教育委員会事務局では、リーフレットや広報紙、ホームペー
ジ等を活用して、特別支援教育についての理解啓発に努めています。

7　特別支援教育推進委員会を開催しています
　支援策の進捗状況や課題の把握等を行うため、学校関係者や関係団体代表者等を構成員とす
る「特別支援教育推進委員会」を開催し、特別支援教育の充実に努めています。

～新宿区立のすべての小学校に
「まなびの教室」（特別支援教室）を設置しています～

　新宿区では、通常の学級で学ぶ、知的発達に遅れのない発達障害等の児童への支援充実のた
め、新宿区立のすべての小学校に「まなびの教室」（特別支援教室）を設置しています。
「まなびの教室」は拠点校の教員が児童の在籍する学校を巡回して指導を行う「巡回指導方式」
です。
　児童は、在籍する学校にある「まなびの教室」で指導を受けることができるため、巡回指導教
員と在籍学級担任との緊密な連携により、在籍学級での適応状態、生活や課題に応じたきめこま
かな指導を受けることができます。

15
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特別支援学級・特別支援学校

学級・学校一覧

※都立特別支援学校の入転学についてもご相談を受けています。

種別 学校名 学 級 名 教  育  の  特  色

知 的 障 害

愛 日 小 学 校
☎03-3266-1604（代） 若竹学級

　小学校では、社会生活に必要なことばの理解や
表現、数量の処理を、具体的な体験を通して学習
しています。また、日常生活の指導では、１日の
生活に見通しをもって、自力でやりとげていくこ
とを目指していきます。

東戸山小学校
☎03-3205-9504（代） 若草学級

花 園 小 学 校
☎03-3353-8276（代） 新苑学級

落合第二小学校
☎03-3227-2102（代） 若葉学級

柏 木 小 学 校
☎03-3227-2104（代） 柏葉学級

病 弱 余丁町小学校
☎03-3205-9503（代） わかまつ学級

　東京女子医科大学病院に長期入院している児童
が、治療を続けながら通うことのできる、病院内
に設けられた学級です。

　１学級８名を基準とした少人数の学級編制で指
導を行っています。また、一人一人について具体
的な指導目標、指導内容を設定し、指導の形態等
を考慮して、効果的な教育が行われるようにして
います。通常の学級との交流や共同学習も行って
います。

肢体不自由 新　宿　養　護　学　校
☎03-5351-1233（代）

　生活年齢や発達課題・特性等に応じたグループを
編成し、一人一人の障害の程度や課題に応じた自
立活動と教科の指導を受けます。通学にはスクール
バスがあります。
　体力的な理由や病気治療により、学校に通学す
ることが難しい児童のために、自宅や病院へ教員
が出向いて授業を行う、訪問学級もあります。

難 聴
言 語 障 害

ことばの教室（東戸山小学校内）
☎03-3204-5533（直）

　通常の学級の学習を終えた放課後、個別に指導
を受けます。幼児及び小・中学生が対象です。

 拠点校 巡回校 拠点校 巡回校
 市谷小学校   

校学小山戸西  校学小日愛  

 鶴巻小学校
    

校学小一第塚戸

   
校学小三第塚戸

 

 校学小之仲込牛 校学小久富

 
校学小二第合落

 

校学小一第合落

 

校学小町丁余

  

校学小四第合落

 

 校学小谷四
 

校学小六第谷四 校学小五第合落 校学小三第合落
 校学小園花

  

校学小六第合落校学小保久大

 
校学小神天 校学小木柏  

校学小宿新西  

拠点校及び巡回校

江戸川小学校
早稲田小学校

津久戸小学校 戸山小学校 淀橋第四小学校

東戸山小学校
戸塚第二小学校

新宿区では教育上特別な支援を必要とする子どもたちの可能性を最大限に伸ばすため、特別支援
学級・特別支援学校等を設置し、一人一人の心身の状態や発達段階、特性等に応じたきめこまかな
指導を行っています。また、学級・学校の他に、難聴や言語障害の幼児・児童・生徒のための「こ
とばの教室」（東戸山小学校内設置）があります。
新宿区内の特別支援学級・特別支援学校は下記のとおりです。
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就学相談

　新宿区では、お子さんの心身の状態や発達段階、障害の特性等に応じて適切な教育を受けられる
ようにするため、就学相談を行っています。
　この相談では、相談員が窓口になって保護者や本人の意向を十分にお聞きしながら、心理学的、
医学的、教育学的な観点から、お子さんにとってより適切な教育環境や教育内容等について一緒に
考えていきます。

（令和6年9月30日（月）まで）

　特別支援学級や特別支援学校への入学及びまなびの教室の利用を検討している場合、またお子さん
の学校生活や入学にあたって気になることがありましたら、ご相談ください。

就学相談の流れ

保　護　者

1　教育委員会事務局 教育支援課 特別支援教育係へ電子申請により申込み

4月から

7月～12月

2　面接・発達検査

3　医師の面接

5　就学支援委員会

6　保護者への連絡・相談

＊　特別支援学級・学校の体験入級

7　就学先の決定

4　在籍園・在籍校等訪問

＊　学校見学

・就学を迎えるお子さんや小学校に在籍しているお子さんの
教育の場について迷っている。

・在籍園・学校・療育機関の先生方と就学について相談して
いる。

予約制です。
相談員が保護者と面接し、心理士がお子さんの
発達検査等を別室で行います。

検討結果を受けて、就学先等について保護者へ連絡します。
引き続き相談を行います。

お子さんにとって適切な教育の場について、総合的に検討します。

予約制です。お一人30分を目安に行っています。

相談員が園や学校を訪問し、
お子さんの様子を見ます。

例年6月に学校見学会を開催しています。

特別支援学級・特別支援学校を入学先として考える
場合、実際にお子さんが授業を体験し、その様子を
保護者に見ていただきます。

問い合わせ先
教育支援課  特別支援教育係
TEL 03－3232－3074

17
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所在地／新宿区津久戸町2－2
電　話／03－3266－1601
F A X／03－3266－8074

津久戸小学校1

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   18 2017/07/21   14:07

交　通／JR総武線　飯田橋駅東口下車 徒歩5分
 地下鉄 有楽町線・東西線・南北線 飯田橋駅下車B1出口より 徒歩3分
 地下鉄 大江戸線　飯田橋駅下車　C1出口より 徒歩1分

18

▲学校ホームページ

■教育目標と指導の重点
「教育目標」

人間尊重の精神を根幹とし、国際社会において信頼
され、主体的で人間性豊かな児童を育成するため、次
の目標を定める。

『知性と教養にあふれ、
　　　　　たくましく前向きに生きる津久戸の子』

【知性と教養】
ただ単に、知識や技能を知性・教養ととらえるの

ではなく、人としての「やさしさ」「強さ」「厚み」
「深さ」等の基礎を学習や生活の中で身に付ける。

【たくましく前向きに生きる】
測定ができる体力や、運動の技能のみを体力とと

らえず、健康に明るく前向きに生きるための基礎を
身に付ける。

■児童会の活動
児童相互のかかわりを大切にしながら、異年齢の集

団活動を通して、受け容れ、認め高め合える人間関係
を育むことを目的に活動しています。

学校生活をよりよくするために、高学年の児童が中
心となる活動で自主的・実践的な態度を養っていま
す。昭和24年から、青少年赤十字活動を継続してお
り、昭和26年5月14日に昭和天皇陛下が学校にお出
ましくださいました。現在も地域の清掃活動を行って
います。
【奉仕的な活動】	 ★ユニセフ募金活動
	 ★熊谷組との地域清掃・校内清掃の充実
【自主的な活動】	 ★交流を深め、広げる集会活動の計画・実践
	 ★全校児童がチャイムなしで行動
	 ★挨拶推進運動

■総合的な学習の時間　
～津久戸の地域に育つわたしたち～

〇津久戸のまちの「ひと」「もの」「こと」から学び、各教
科との系統性と関連性を明らかにしながら、横断的・総
合的な学習を展開し、地域で育て、地域で輝く子どもを
育てる。

〇商店会、地域協働学校運営協議会、スクールコーディ
ネーター、つくボラ、関係機関と連携し、地域の教育資
源を開発し、地域のよさや伝統等を学んでいく。

【令和６年度の主な学習構想】
３年「地域の安全を見直そう」

安全な場所と危険な場所を意識しながら自分たち
が生活している町をフィールドワークする。そこで得
た情報から安全マップを作製し、発表することを通
して、地域に対する理解を深め、新たに見付けた課
題について自分たちで何ができるかを考える。

４年「津久戸版　内藤とうがらしプロジェクト」
新宿区の伝統野菜の存在を知り、それを復活させ

ようと努力している人々との出会いから、その思いや
願いを触れながら自分たちの生活や暮らしをよりよ
くするための方法を考え、発信する。

５年「食と人のつながり～和食の魅力を伝えよう」
和食が世界遺産になった経緯を学ぶことを通し

て、自分たちの考える和食の魅力を見つめていきな
がら、よさや健康への関心・理解を深める。

６年「津久戸のまちを見直そう」
車椅子バスケットの体験を基に、自分たちの町を

フィールドワークし、気付いたよさや問題点を解決す
るための方策を提言し、持続可能な社会やまちづく
りの一員としての願いや行動を提言し実践する。
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 39 55 48 50 64 54 310
児童数（男） 15 29 26 33 33 31 167
児童数（女） 24 26 22 17 31 23 143
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津久戸小学校

学　校
① 伝統が残る地域の学習材を活用した単元の開発
② 地域人材（本校卒業生・熊谷組・JCHO・神楽
坂商店街など）を活用し、地域で育ち、地域で
輝く子どもの育成

地域協働学校運営協議会 地域協働の推進

健康教育・伝統文化理解の推進

学校図書館教育の充実

特別支援教育の推進

学びに向かう力、人間性を涵養する学校学びに向かう力、人間性を涵養する学校学びに向かう力、人間性を涵養する学校学びに向かう力、人間性を涵養する学校

主体的・対話的で
深い学び

地域とともに育む
豊かな心

学習指導の専門家
としての教職員
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〇「個別最適な学び」と
「協働的な学び」を一
体的に充実させた学び

〇児童の学ぶことへの興
味・関心を大切にした
「主体的・対話的で深
い学び」

〇見通しをもって粘り強
く取り組み、自己の学
習活動を振り返って次
につなげる。

〇高学年を中心とした教
科担任制

〇個と集団をともに高め
る指導力
〇「楽しい授業」をデザ
インし、主体的に学ぶ
児童の育成
〇主幹教諭・主任教諭を
中心としたＯＪＴの推
進、ミドルリーダー、
若手教員の育成
〇幼・保・小、小・中 の
連携教育の推進

〇地域協働学校としての
特色を生かした活動

〇開校 120 周年を迎え、
地域の文化拠点となる
教育

〇地域の人材を活用し、
地域から学ぶ学習活動
（商店街、神楽坂阿波
踊り、熊谷組、東京理
科大、ＪＣＨＯ）

〇地域と共に進める防災
教育

登校時の見守り・放課後白銀公園見守り
防災キャンプ・生活科等学習支援
読書の日ワークショップ　など

〇食育や保健指導の
充実
〇がん教育の実践
〇車いすバスケット
・デフリンピック
競技の体験等と関
連付けた障害者理
解教育
〇地域と連携した伝
統文化授業の推進

〇読み物を豊富に揃えた調べ学習等の充実
〇「調べる学習室」を活用し、読書センター、学習
・情報センターの機能を生かす活動の充実
〇支援員、ボランティア等による読み聞かせ・ブッ
クトーク

〇まなびの教室（特別支援教室）と連携した支援の充実、教育的ニーズに応じた適切な教育支援
〇都・区派遣のスクールカウンセラーとの連携　　「相談室だより」の発行、児童、保護者との面談
〇特別支援教育推進員、エデュケーションスタッフ、教育ボランティア、などを活用した授業支援

19
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2 江戸川小学校
所在地／新宿区水道町1－28
電　話／03－3266－1602
F A X／03－3266－8076

■教育目標と指導の重点
教育目標
　人間尊重の精神に基づき、日本人として国際社会
に奉仕できる人間性豊かな子どもの育成を目指し、
次の目標を定める。
　・よく考えやりぬく子
　・明るくじょうぶな子
　・仲よく助け合う子

指導の重点
・ 各教科言語活動の指導方法を改善し、語彙力、表現
力向上の指導の工夫を図り、楽しく豊かな学校生活
と、よさを認め合える人間関係を築けるようにします。

・ 礼儀正しく規律ある学習態度と生活態度の指導を徹
底し、規範意識と自立心を育てます。

・ 異学年交流活動や地域との連携を進め、人と多様に
関わる場を設定し、積極的に関わろうとする態度を
育てます。

・ 1年生から外国語に慣れ親しむ活動を重ね「コミュ
ニケーション力」を育てます。

■児童会の活動
〈児童会活動〉
代表委員会… 4年生以上の代表で構成し、児童会活動

の計画を立て、企画・運営をしています。
委員会活動… 5年生以上が各委員会に所属し、学校の

一員としての自覚を高めています。
〈たてわり班活動〉
　異学年集団である「なかよし班」を編成し、年間を
通して集会や各行事などに取り組み、温かい人間関係
や協力の大切さを学び、思いやりの心を育てています。
　 ・全校遠足　・なかよし班遊び　・なかよし班給食
　・なかよし班集会　・七夕飾り　
　・あいさつ運動

■総合的な学習の時間の取り組み
○ 地域の自然や伝統・文化を生かした活動を通し、身
近な人や物、自然に積極的に関わり、郷土への愛着
や誇りをもたせます。

　・ 地域探検　・地域調べ学習　
　・地元商店街での１週間の弟子入り体験
　・植物を育てる活動　 
○ 食の教育を推進しています。
　・ 食材の栽培
　・外部専門家や企業と連携した食育の授業
○ 情報化の進展に対応できる力を育てています。
　・ ICT環境を活用した積極的な情報教育、情報リテラ
シーの基礎を修得

交　通／東京メトロ有楽町線　江戸川橋駅下車　徒歩7分
 東京メトロ東西線　神楽坂駅下車　徒歩7分

・教科担任制を実施し、より深い児童理解のもと、
一人ひとりの学力を最大限に伸ばします。

・早朝運動などを通して、子どもたちの体力をより
向上させ、ねばり強く努力するたくましい心を育
てます。

20

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 56 59 38 48 45 45 291
児童数（男） 37 33 19 23 21 21 154
児童数（女） 19 26 19 25 24 24 137
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江戸川小学校
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よく考え
やりぬく子

自ら学び、判断し、行動する子の育成

仲よく
助け合う子

よい人間関係を築く子の育成

明るく
じょうぶな子
心身ともにたくましい子の育成

子ども、保護者・地域、教職員みんなが笑顔あふれる学校をめざして子ども、保護者・地域、教職員みんなが笑顔あふれる学校をめざして

★教科担任制を活かした分かりやすい授業
★ＩＣＴを活用した分かる楽しい授業
★算数を中心とした学び合いの充実
★図書ボランティアとの連携による読書活
動の充実

★地域の教育力を生かした授業実践

★笑顔プロジェクト・ゲストティーチャーによ
る授業
★長なわ、短なわ、マラソン月間の実施
★早朝運動の実施（江戸川ギネス）
★専門家と連携した特別支援教育の充実

★地域協働学校として、地域の方々との交流
　・保育園との交流　　・福祉、デフリンピック教育
　・弟子入り体験　　 　・阿波踊りお囃子体験
★異学年交流（なかよし班活動など）
　や保育園、中学校との交流

21
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3 市谷小学校
所在地／新宿区市谷山伏町1－3
電　話／03－3266－1603
F A X／03－3266－8078

■教育目標と指導の重点
〔市谷小学校の教育目標〕
　○明るく　じょうぶな子ども
　○よく考え　やりぬく子ども
　○きまりを守り　なかよくする子ども
　○すなおで　思いやりのある子ども
〔指導の重点〕

■児童会の活動

■総合的な学習の時間の取り組み

〔特色ある学習テーマ〕
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○探究的な学習の課程において、課題の解決に必要な知識・
技能を身に付け、実社会・実生活で活用できるようにする。
○実社会・実生活の中から問いを見いだし、自ら課題を見付け、
自ら考えて判断し、よりよく問題を解決できるようにする。
○他者との関わりを通して、自分の考えを深め、広げること
の尊さを理解し、よりよい未来を拓く一員として、地域・
社会に参画しようとする態度を養う。

※探究的な見方・考え方を働かせ、地域の「人・もの・こと」
を生かした横断的・総合的な学習の時間を行うことを通
して、友達や地域の人とともによりよく課題を解決し、
自己の生き方を見つめ、未来を考えていくための資質・
能力を育成することを目指す。

①各教科において、積極的にICT機器（タブレット端
末）を活用した授業を展開し、学校と家庭が連携して
個別最適化学習及び協働学習の推進を図る。
②「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、問題
解決的な学習の充実やペア、グループなどによる学び
合いの機会の確保などを図り、授業改善及び確かな学
力の育成に努める。
③感じ取ったことや考えたことを言葉や歌、身体、文章
等を使って多様に表現したり、異なる意見の人と討論・
討議を行ったり、協働的に議論して集団としての意見
をまとめたりする学習活動を重視する。
④体験的な学習や問題解決的な学習の充実を図るととも
に、個別指導やグループ別指導、学習内容の習熟の程
度に応じた指導、児童の興味・関心等に応じた課題学習、
補充的な学習や発展的な学習等の学習活動を取り入れ
た指導、少人数指導やチームティーチング、短時間学
習等の指導の充実を図る。
⑤東京都の体力テストを分析、活用し、バランスよく体
力を向上させるため、必要な運動を計画的に取り組ま
せるとともに、運動の日常化を図る。

① 学級活動、児童会活動、クラブ活動では、集団としての
意見をまとめる活動、自分たちできまりをつくって守る
活動、人間関係を形成するための活動を通して自主的・
実践的な態度を育む。

交　通／都営大江戸線　牛込柳町駅下車徒歩7分
 東京メトロ東西線　神楽坂駅下車（矢来口）徒歩12分

3年
・「安全・安心なまちづくりへの地域の取り組みと支援す
る人々」

・「毎日の健康な生活を自分たちで考えて行動する取組」
4年
・「身の回りの高齢者や障害者とともに生きる社会」
・「ユニバーサルデザインのまちづくり」
5年
・「女神湖移動教室に向けて」
・「自分たちが暮らす環境を守る取組～SDGs について
考えよう～」
6年
・「日光と新宿の歴史・文化」
・「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」
・「働くって何だろう」

② 学校行事においては、異年齢集団による交流等を通して、
望ましい人間関係を形成し、集団への所属感を深め、公共
の精神を養う。

22

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 3 3 3 2 3 2 16
児童数（計） 104 90 92 68 80 81 515
児童数（男） 47 49 51 35 43 40 265
児童数（女） 57 41 41 33 37 41 250
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学力・体力の向上

指導体制・危機管理体制の確立

『チーム市谷』で連携・協力

心の教育の推進

市谷小学校

保護者・地域・関係機関との連携

まなびの教室

｢赤煉瓦塀｣
に囲まれた

アカデミックな
学び舎

市谷小学校
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生き生きのびのび・一人一人の子どもが
光り輝く市谷小学校

・主体的に物事に関わり、「真剣に取り組む姿勢」「集中し
てやり抜く態度」の育成

・自分事として考え、よりよい生き方、よりよい方向性を
めざして努力する子の育成

・「集中して聞く力」「わかりやすく（明快に）話す力」の育成
・粘り強く挑戦し、努力する子の育成（あきらめず最後ま
で努力する）

・自ら「問い（はてな、なぜ、どうして）」をもち、追究する
子の育成

・進んで体を動かす子、体力・健康の維持、向上に努める
子の育成

・「あいさつ」「返事（はい）」「ありがとう」
　「ごめんなさい」が言える子の育成
・最後まで話を聞き、相手や状況に合わせ
た言葉遣いができる子の育成

・進んで人と関わり合い、思いやりの気持
ちをもって人と接する子の育成

・節度をもち、時間やルールを守る子の育成
・美しいもの、素晴らしいことに感動でき
る子の育成

平成28年度から「まなびの教室」が始まりました。市谷小学校は、
その拠点校として、他の２校（津久戸小、愛日小）にも巡回指導を行
っています。

・一人一人の児童に応じた対応（支援体制、校内委員会、ケース会議の充実）
・地域協働学校運営協議会と連携した教育活動の推進
・外部の人材・専門機関との連携・活用による課題の解決や改善
・教育活動の積極的な情報発信
・『チーム市谷』として、外部の人材を活用して課題の解決や改善を図る
・地域行事への参加〔神楽坂阿波踊りへの参加・金管バンドによる地域演奏  
会・地域レクリエーション等〕

・特別養護老人ホームとの交流をはじめとするボランティア活動：34年継続
・学校を支えてくださる教育応援団
〔図書ボランティア：27年間継続、みどりのボランティア：20年間継続、
　おやじの会：23年間継続、金管バンド保護者会：26年間継続　等〕
・岩手県一関市立金沢小学校との夏と春の交流：令和５年３月末まで35年間継続

・学年、担当、学校全体での、必要情報や
指導方針の共通理解　

・事故発生時、緊急時の初動対処（けがの
手当て、事故の拡大防止、連絡）

・個人情報の厳正な管理（児童の個人情報
の厳正・的確な取扱い）

・校内研究を軸とした組織的な授業力の向上。
・計画的・組織的なOJTを推進する。
・「学びの専門家」としての自覚と責任をもち、教員同士
が学び合い、支え合い、高め合える集団を目指す。（One 
for all,all for one.「一人はみんなのために、みんなは
一つの目的のために」）

23
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4 愛日小学校
所在地／新宿区北町26
電　話／03－3266－1604
F A X／03－3266－8084

■教育目標と指導の重点
教育目標

　 　人権尊重の精神に基づき、心身ともに健康で、知

性と感性に富み、人間性豊かな児童の育成を目指し、

次の目標を設定する。

（あ）あいさつをする子

　すすんで気持ちよいあいさつのできる子

（い）いっしょにとりくむ子

　協力する楽しさや喜びを感じる子

（じ）じぶんからまなぶ子

　自ら学び、自ら考え、主体的に学ぶ子

（つ）つよくげんきな子

　心身ともに強くたくましく生きぬく子

■児童会の活動
　代表委員会活動をはじめとする委員会活動を中心に

交流活動や奉仕活動を行っている。これらの活動に縦

割り班で取り組む中で、異年齢の児童が触れ合いを深

めている。

　また、PTAの支援により、毎年、地域の神楽坂祭り

（阿波踊り大会）にほぼ全員の児童が参加している。さ

まざまな交流の機会を通して児童が学校や地域への愛

着を高める機会としている。

■総合的な学習の時間の取り組み
　体験的活動や主体的・対話的で深い学びを取り入れ、

自ら課題に気付き、解決する力を伸ばしている。

　身近な地域の人々や施設、文化財等に進んで触れ合

い、開校144年目を迎え本校のよさや自分の住む町の

よさを知ることを通して、愛校心や郷土愛を育んでい

る。

［例］地域を生かした学習

　3年 ……地域安全マップを作ろう

 ……レッツGO愛日探検隊

 

 

……食べもの博士になろう

　4年 ……くらしと環境について考えよう

 

……10歳のドリームマップ

 

……伝統工芸について知ろう

　5年 ……米・米WORLD

 

……ハザードマップを作ろう

 

……地域の歴史と文化を知ろう

　6年 ……日本の文化と歴史にふれよう

 

……世界の中の日本

……思い出を形にしよう
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交　通／都営大江戸線　牛込神楽坂駅下車　徒歩6分
東京メトロ東西線　神楽坂駅下車　徒歩10分

※各学年とも、ICT機器を取り入れた学習多様な人と
のかかわり、体験を重視した取り組みの中で、豊かな
心の育成を推進している。 

24

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 若竹学級 総計
学級数 3 2 3 3 3 2 2 18
児童数（計） 73 63 86 101 79 77 16 495
児童数（男） 31 28 48 51 42 36 8 244
児童数（女） 42 35 38 50 37 41 8 251
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愛日小学校

●確かな学力

●たくましく生きる心と体

●特色ある教育活動の推進
①　「豊かな心」「一緒に取り組む心」を育てる活動の推進
　○  全校児童による「あいさつ隊」
　○ 子ども園・保育園・近隣小・中学校との連携（交流活動）
　○ 異学年及び若竹学級との交流
②　地域人材を活用した体験を重視した教育の推進
　○  地域の伝統や人材を生かした教育活動（宮城道夫記念館、矢来能楽堂、江戸木版画等）

江戸木版画 まち探検 子ども園との阿波踊り交流

◎様々な協働による心豊かな児童の育成
◎日常的な授業改善による主体的な学びの構築
◎組織的・計画的な学校運営による教育活動の充実

タブレット端末を活用した協働学習

●豊かな人間性

図書委員による読み聞かせ

①　全教職員の共通理解のもと、学校のきまり（愛日スタンダード）を
　　しっかり守り、気持ちよく学校生活を送れる児童を育成する。
②　異学年・幼児・地域の方々等、多様なかかわりの場を設定し豊かな
　　心を育てる。
③　朝の一斉読書、図書委員会の児童による読み聞かせや学校図書館支
　　援員との連携により、進んで読書をする児童を育成する。

①　言語活動の充実を図り、思考力・判断力・表現力を培い、主体的な
　　学習の仕方を身に付ける。
②　副担任制、３年生以上教科担任制、習熟度別の授業形態や指導形態

を工夫し、個の学習の定着化を図る。
③　体験的な学習や課題解決的な学習、タブレットを活用した協働的な
　　学習を推進する。
④　愛日スタンダードを基にした学校全体としての学習規律や学び方の
　　共有化を図る。

①　児童の生命・人権・健康・安全について意図的・計画的な指導を通して、人権感覚を身に付け、自己を
　　大切にし、たくましく生き抜くための健康や体力づくりを図る。
②　体育科では、指導方法の工夫改善授業を実施するために、体育講師を活用してチームティーチングに
　　よる効果的な授業を推進し、児童に体を動かす楽しさや必要性を理解させる。
③　特別支援コーディネーターやまなびの教室専門を中心に、都・区のスクールカウンセラー、専門家によ
　　る巡回相談等との連携を強化し、個に応じた教育の推進を図る。

25
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5 早稲田小学校
所在地／新宿区早稲田南町25
電　話／03－3205－9501
F A X／03－3205－9067
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交　通／東京メトロ東西線　早稲田駅下車（神楽坂寄り出口）　徒歩4分
 都バス（早稲田正門－渋谷）喜久井町下車　徒歩3分
 都バス（新宿駅西口－練馬車庫）牛込保健センター下車　徒歩4分

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 4 3 4 4 4 3 22
児童数（計） 106 99 119 111 110 95 640
児童数（男） 41 47 64 59 61 43 315
児童数（女） 65 52 55 52 49 52 325

■学校の教育目標
人間尊重の精神に基づき、自他の生命を尊び、心身
ともに健康で、広く国際社会に貢献できる心豊かな
子どもの育成を目指し、次の目標を定めるとともに、
以下に示す校訓や併設幼稚園の教育活動及びまな
びの教室の教育目標との関連を密接に図ります。

校訓「日進日新」(日に進み日に新たなり)

　◎考えて行動する子ども【今年度の重点目標】
　〇思いやりのあるやさしい子ども
　〇健康でたくましい子ども

■まなびの教室の教育目標■　
学校全体の協力体制のもと、多様な視点と方法で児
童一人ひとりを見取り、障害に基づく種々の困難の
改善・克服の方法を見付けることを目的とする指導
を行い、学級や学校、社会の中で自信をもって主体
的に生活できる児童を育てます。

■早稲田幼稚園の教育活動（３～５歳の育ち）■
情緒の安定、主体性、自信、協同性、自己発揮…

（1）「考えて行動する子ども」の実現に向けて
〇主体的に思考・判断・表現し、自ら考え行動する力の

育成
〇基礎的・基本的な知識・技能等の確実な習得

（2）「思いやりのあるやさしい子ども」の実現に向
けて

〇多様なコミュニケーション能力の育成
〇他者を思いやる心の育成

（3）「健康でたくましい子ども」の実現に向けて
〇体を動かす心地よさや楽しさにつながる体力の向上

〇オリンピック・パラリンピック教育のレガシーの取組
（4）まなびの教室における指導を中心とした特別支

援教育の推進に向けて
〇支援の必要な児童の学校生活支援シートの作成、就

学支援シート・個別指導計画の活用
〇マルチメディアデイジー教科書の活用促進

（5）早稲田幼稚園との幼小連携に向けて
〇併設幼稚園の保育参観、幼稚園教員による授業参観
〇児童と、併設幼稚園の幼児との交流活動

■児童会活動
〇あいさつ運動　　〇なかよし活動（縦割り班活動）
〇児童集会

■特色ある教育活動
〇小中連携（牛込第二中、鶴巻小との連携）
〇保幼小連携（保育園や幼稚園との交流など）
〇学校図書館教育（調べる学習コンクールなど）
〇伝統文化理解教育　　〇障害者理解教育
〇地域協働学校の取組（学習支援[早稲田学]、読書支

援、スポーツ支援）
〇課外活動（早稲田小金管バンド）
〇保護者向け案内チラシのデジタル配布

■総合的な学習の時間における探究的な学び
《３年生》「発見！早稲田の町」「元気パワーアップ」
《4年生》「環境について考えよう」「心のバリアフリー」
　　　　 「地域安全マップを作ろう」
《５年生》「ライスはナイス」「最高学年に向けて」
　　　　 「つなGo！ ５と５」
《６年生》「日本と世界の国々について調べよう」
　　　　　「未来に向けて」
《共通》調べる学習コンクールにかかわる取組
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早稲田小学校

開校124周年

歴史と伝統のある早稲田小学校

「考えて行動する子ども」の実現
主体的に思考・判断・表現する力の育成
基礎的・基本的な知識及び技能の習得

地域協働学校としての取組
地域の教育財産の利活用の推進 　

「思いやりのあるやさしい子ども」の実現

「健康でたくましい子ども」の実現

多様なコミュニケーション能力の育成
他者を思いやる心の育成

　　　　　
　　

校訓
日進日新

地域に根差した教育活動の充実

★学年段階に応じたタブレット端末の活用
★個別最適な学びと協働的な学び
★読むことに浸ったり、味わったりすることので
　きる読書活動

★多様な人とかかわる活動の推進
★外国語でやりとりする楽しさを感じる学びの
　推進
★学区内の保幼小連携、小中連携の充実

★スポーツテストなどの家庭と連携した取組
★長なわ週間やマラソン月間の取組
★卒業生のオリンピック選手による講話

★子どもの笑顔を引き出す学習支援
★地域がステージの学びの実現・創造
★町たんけん等の支援

在籍児童や連携・交流先の子どもたち「みんな」を、
子どもにかかわる大人「みんな」で育てる学校

「Build Back Better（コロナ後の教育活動をより
よく）」の考え方のもと、持続可能で安全・安心な
よりよい教育活動を創造していきます。

体を動かす心地よさや楽しさにつながる体力の向上
オリンピック・パラリンピック教育のレガシーの取組

27
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鶴巻小学校
所在地／新宿区早稲田鶴巻町140
電　話／03－3205－9502
F A X／03－3205－9105

6
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交　通／ 東京メトロ東西線　早稲田駅下車5分
東京メトロ有楽町線　江戸川橋駅下車13分

28

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 1 2 1 1 1 1 7
児童数（計） 25 38 24 33 22 31 173
児童数（男） 17 16 11 17 13 12 86
児童数（女） 8 22 13 16 9 19 87

■教育目標と指導の重点
〈教育目標〉

鶴巻小学校の児童としての自覚をもち、人間尊重の精神
を養い、社会に貢献し、国際社会に寄与できる心身ともに
たくましい、人間性豊かな日本人の育成を目指す。
　○よく考える子ども（学びが大好き）
　○思いやりのある子ども（友達や地域が大好き）
　○たくましい子ども（遊びや運動が大好き）

〈指導の重点〉
○工夫と成果が目に見える学習指導の実践
・朝学習の時間の設定やタブレットPCのドリル機能を活用

した家庭学習の習慣化、音読・読書指導や放課後個別指
導（つるっこ塾）の充実を図る。

・学び合いを重視した問題解決型の学習を日常的に実施し、
思考力・判断力・表現力の育成や児童一人一人の主体的な
活動を促す指導の工夫を推進する。

・全児童へ貸与されたタブレットPCや大型ディスプレイを
有効活用しながら、全教員が足並みをそろえてGIGAス
クール構想の実現を目指す。

・本物（人、社会、実物、自然など）から学ぶ活動の計画
的実施と充実を図る。

○心と体の健全な育成のための指導の充実
・生命尊重の精神や道徳的実践力を養うための道徳教育の

充実を図る。
・6年生を手本とする伝統の創造、縦割り班活動(異学年交流)

の充実を図る。
・体力向上を目指し、スポーツテストや新宿スポーツギネ

スを生かした運動や遊びの工夫、なわとび旬間、持久走
旬間を計画的に実施する。

■児童会の活動
代表委員会は、4年生以上のクラス代表で組織し、日本

赤十字社のご指導をいただきながらJRC活動や募金活動な

どの社会貢献活動を行います。平成27年度にはこれまでの
活動に対し、金色有功章をいただきました。

6月に行う「つるまき小まつり」は、児童が特に楽しみに
している行事の一つです。学年ごとにお店を出し合い、学校
全体が一つになって取り組んでいる行事で、この日は、全
児童が楽しく安全に参加できるよう、それぞれが工夫して
「遊びのお店」を計画して運営し、当日は楽しい時間を過
ごしています。

■総合的な学習の時間の取り組み
本校では、問題解決的な学習を大切にしています。児

童一人一人が問題意識の質を高め、解決に意欲的に臨み、
豊かな実践力を身に付けることができる授業を推進して
います。
≪3年生：｢神田川はどんな川？｣≫

社会科の町探検の学習を発展させ、地域の名産である早
稲田みょうがの栽培に取り組んでみたり、地域産業や神田
川の概要について学んだりなど、川の姿の違いや問題点に
ついて考える。
≪4年生：｢安心・安全なつるまき｣≫

自分たちの住んでいる町の安全性を、実際にフィールド
ワークに出かけて確認し、マップにまとめることにより、
自ら危険を予測したり回避したりする力を学習活動によっ
て身に付ける。
≪5年生：「稲のエコを学ぼう」

～屋上田んぼでお米をつくろう！～≫
屋上の田んぼにおいて、すべて手作業で稲作を体験する。

その中で水田に集まる昆虫や動物の発見を通して、豊かな
環境について考える。
≪6年生：「環境を守るためにできること」≫

企業の努力や工夫を通して、身近な環境問題について実
態を理解する。自分ができることを知り、その役割や大切
さを理解する。
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鶴巻小学校

本物から学ぶⅡ  「よりよい社会を創ろうとする人の姿から『生き方』を学ぶ」
・具体物を通して、社会の問題や生き方について実践的に考えさせます。
・よりよい社会を創ろうとする人の姿から「生き方」を学ぶ機会をつくります。
・関係機関等との連携を図り、地域を愛し地域に貢献する豊かな心を育てます。

本物から学ぶⅠ  「本物との出会いを通して体験と知的世界の融合を目指す」
・問題解決的な学習を通して基礎的な知識や技能を獲得し定着させます。
・体験からの気付きや考えを表現(他者へ発信)する力を身に付けさせます。
・事実や事象を整理、分析する学習過程を通して論理的な思考力を育てます。

「基礎的な学力を確実に定着させ、身に付けた知識を活用し、将来
の社会を生き抜く力としての知恵（確かな学力・豊かな心）を育てる」

鶴巻小学校　開校99周年 「希望の大空へ　はばたけつるっ子」
児童が今日一日を心に描き、期待に胸をふくらませて登校する学校

～「本物との出会い、本気、チャレンジ、責任、貢献、達成感」をキーワードに、人や社会、
　自然と豊かにかかわる「鶴巻小だからこそ」できる教育活動を積極的に推進する～

鶴巻小学校の特色ある教育

屋上田んぼでお米をつくろう！

ボッチャに挑戦 ふれあい給食

地域の資源を活用した授業「ざりがに釣り/大隈庭園」
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　まなびの教室は、児童それぞれが自分に合った学び方を見付け、得意な力

を伸ばしたり、苦手なことに挑戦したりすることを支援する教室です。本校は、

鶴巻小学校・江戸川小学校・早稲田小学校の「まなびの教室」の拠点校とな

っています。決まった曜日にそれぞれの学校へ教員が巡回し、個別指導・小

集団指導・教室内支援などの指導を行います。

29
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牛込仲之小学校
所在地／新宿区市谷仲之町4－33
電　話／03－3358－3762
F A X／03－3358－3755

■教育目標と指導の重点
◆教育目標
人間尊重の精神を基調とし、社会の秩序を守り、健康
で文化的な生活を築く、心身ともに健康な児童の育成
を目指して、次の目標をおく。
　○健康で明るい子
　○よく考え、工夫してやりとげる子
　◎心やさしく思いやりのある子

◆指導の重点
【各教科】 ☆基本的な内容の確実な定着と学力向上
 ☆体験的な学習、問題解決的な学習の重視
 ☆児童の多様な考え方を大切にした指導
 ☆主体的に取り組む児童の育成
 ☆「伝え合う力」の能力・態度の育成

【特別の教科
　道徳】

 ☆ 豊かな心情と正しい判断力、社会性と道
徳的実践力の育成

 ☆ 「心の教育」（命の大切さを学ぶ授業）
の一層の充実

■児童会の活動
◆代表委員会
4年生以上の各クラス代表で組織し、自発的、自治的
に活動の計画を立て、実行する。活動内容として、「1
年生を迎える会」「子どもの集い」「募金活動」「6年生
を送る会」等の企画・運営をする。

◆委員会活動
5、6年生が集会・運動・保健・給食・放送・図書・代表
の各委員会に分かれて仕事を進め、学校の一員として
の自覚を高め、自主的・社会的な生活態度を身に付け、
個性の伸長を図る。

◆全校児童集会と縦割り班活動
全校児童が参加する「1年生を迎える会」「子どもの集
い」「6年生を送る会」と月1～2回の児童集会がある。
児童集会や縦割り班活動では、1～6年生の異学年の仲
間と一緒に活動し、交流と親睦を図る。

■総合的な学習の時間の取り組み
☆ タブレットPCを活用して、情報処理能力の素地を育
てている。また、外部講師を招いた国際交流の時間
を通して国際理解への関心を高めている。

☆ 栽培活動や学校緑化を通して、自然や植物を愛し育
てる心を育むとともに、保護者や地域の人々とのふ
れあいや交流を深めている。

☆ 中学年で身に付けた課題解決の方法を生かし、高学
年では、自ら課題を見付け、解決する能力や態度を
備えた児童を育成することをねらいとしている。

7
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 ☆ 指導法の工夫

【外国語・
　外国語活動】

  ☆ALTの活用
 ☆ 日本と外国の生活・文化・習慣・行事等

の違いを知り、理解を深める

【特別活動】 ☆自分の役割を果たす態度と能力の育成
 ☆ 集団の一員として奉仕し、喜びを感じる

心の育成
 ☆ 関わりを通した自主的・実践的な態度の

育成

交　通／都営新宿線・曙橋駅、都営大江戸線・若松河田駅、牛込柳町駅　
 都バス・東京女子医大前又は市谷仲之町交差点　

30

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 50 68 48 49 62 60 337
児童数（男） 23 31 26 25 31 30 166
児童数（女） 27 37 22 24 31 30 171
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牛込仲之小学校

クリーンアップ仲之 一人一人を大切に 併設幼稚園との交流

☆朝運動

☆地域と共に ☆確かな学力

☆縦割り班活動
異学年の児童で縦割り班をつくり、６
年生を中心に遊びを計画し、仲良く楽
しく活動しています。

保護者、地域のボランティアに見守ら
れながら、火曜日と金曜日の朝7：45～
8：15に校庭遊びを行っています。

算数では、１年生から少人数指導を行
っています。習熟度に応じた数学的活動
を通して、試行錯誤しながら学びを深め
ています。

生活科や社会科、総合的な学習の時間
では、地域の方と関わり合いながら学ん
でいます。また、清掃活動やクラブ活動
でも地域の方々と楽しく活動しています。

全学年で地域の方やボラン
ティアの皆さんと一緒に近く
の公園や道路を清掃し、環境
美化と郷土愛の心を養ってい
ます。

日本語担当教諭による外国籍児童
への日本語指導や学習指導支援員・
特別支援教室専門員及び特別支援教
育推進員による授業補助・放課後仲
之教室の実施など、きめ細かな教育
を展開しています。

いろいろな学年が、一緒に遊
んだり、お話を聞かせようと幼
稚園をたずねたり、学校の行事
に幼稚園児が参加したりしてい
ます。同じ建物の中にあるの
で、休み時間など、普段の生活
の中でも交流があります。

「登校が楽しみ」　どの子も笑顔で過ごせる牛仲小
「通わせてよかった」保護者から信頼される牛仲小
「大切にしたい」　地域関係者が誇りに思う牛仲小

創
意
工
夫
あ
る
教
育
活
動

笑顔あふれる牛込仲之小学校

31
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8 富久小学校
所在地／新宿区富久町7－24
電　話／03－3358－3763
F A X／03－3358－3756
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交　通／・都営新宿線　曙橋駅より徒歩8分
 ・東京メトロ丸の内線　四谷三丁目駅より徒歩12分
 ・都営バス　新宿駅西口発　練馬車庫行10分　市ヶ谷富久町下車　徒歩3分
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▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 64 48 53 44 55 49 313
児童数（男） 39 28 23 27 27 27 171
児童数（女） 25 20 30 17 28 22 142

■教育目標と指導の重点
「教育目標」

人間尊重の精神を骨幹とし、国際社会において信頼され、
主体的で人間性豊かな児童を育成するため、次の目標を定める。
『教養と礼儀を身に付け　勇気をもって前向きに生きる　富

久の子』
〇教養と礼儀

ただ単に、知識や技能を教養ととらえるのではなく、そ
の人の内面からあふれ出てくる、人としての「やさしさ」「強
さ」「厚み」「深さ」等の基礎を学習や生活の中で身に付ける。
礼儀は、社会で生活していくために必要な資質である。人
権尊重の精神の中心的なものとしてとらえる。
〇勇気をもって前向きに生きる

測定ができる体力や運動の技能のみを体力としてとらえ
ず、健康に明るく前向きに生きるための基礎を身に付ける。
「基本的生活習慣の確立」「失敗を恐れず、挑戦する」「失

敗を糧にする」「体力の向上」

■児童会の活動
児童相互のかかわりを大切にして、認め合い、受け入れ、

高め合える人間関係を育むとともに、自分なりの考えをしっか
りともち判断して、自主的・実践的な態度を養っていきます。
〇代表委員会のあいさつ運動

代表委員会が中心となり、「富久小地域応援チーム」の皆
様と共に「あいさつ運動」に取り組んでいます。全校児童
が元気にあいさつできるように、代表委員が率先して毎朝
すがすがしい声を響かせています。
〇たてわり班活動

１年生から６年生まで全学年で構成される 12 のたてわ
り班を組織して、６年生を中心に、年間を通じて活動します。
異学年集団の中で自分の力を発揮したり、お兄さんお姉さ
んの姿を見て学んだり、協力し合ったりなど、楽しさを実
感しながら社会性を育んでいく取組を目指しています。

その他にも、ユニセフ募金活動など、社会貢献活動を行っ
ています。

■総合的な学習の時間の取り組み
地域と連携した学習教材を発掘します。富久町、市谷台

町のまちの「ひと」「もの」「こと」から学び、各教科との
系統性と関連性を明らかにしながら、横断的・総合的な学
習を展開し、地域で育て、地域で輝く子どもを育てます。

地域協働学校運営協議会、スクールコーディネーター、
関係機関と連携し、地域とつながり、地域のよさや伝統を
学んでいきます。

【学習計画】
〇３年「（仮）わが町　富久」

富久町に古くから残っているもの、今は姿を変えている
ものなどを調べながら、地域のよさを発見し、「富久地域か
るた」「安全マップ」を通して、自分たちが暮らす町のよさ
や伝統などを発信していきます。
〇４年「（仮）江戸東京野菜を育てよう」

新宿区の伝統野菜を知り、伝統野菜を復活させようと努
力する人々の思いや願いに触れながら、「内藤とうがらし」
を育て、収穫し、そのよさや伝統などを発信していきます。
〇５年「（仮）防災について考えよう」

災害が起きたとき、毎日通っている学校がどのような役
割を担うのか、避難所としてどのような機能があるのか、
ここまでの避難経路、校内に設備が作られるのかなど詳し
く調べていきます。災害が起きたときに自分たちは何がで
きるのかなど防災に関する関心・理解を深めて発信します。
〇６年「（仮）富久のまちを盛り上げよう」

自分たちのまちをフィールドワークし、地域の行事につ
いて考えたり、問題点を解決したり、気付いたよさを発信
したりなど、自分たちで地域を盛り上げていける方策を見
つけ、持続可能な社会やまちづくりの一員としての願いや
行動を実践できるようにします。
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富久小学校

金管バンド・和太鼓の実施
○金管バンド　…４、５、６年有志による活動
　校内コンサートやコンクールへの参加
○和太鼓　…クラブ活動
地域の夏祭
りで練習の
成果を披露

特別支援教育の推進
〇まなびの教室拠点校の強みを生かした、合理的
配慮・多様性の尊重、インクルーシブ教育の実現、
学びのユニバーサルデザインの推進
〇アセスメントツールを活用した
　きめ細かい指導の実践

ワクワク・ドキドキ・生き生き　
心が動く主体的、対話的で深い学び
○国語、道徳、総合的な学習の時間、特別活動で
話し合う力を伸ばす授業の実践
〇タブレット端末や協働学習支援ツールを活用し
た、学び合いや、思考力伸長を図る学習の充実

地域との連携と特色ある教育活動
○PTA 図書ボランティアによる朝の読み聞かせや、
図書室コンシェルジュによる図書館教育の充実
〇地域と連携した学習教材の発掘と学習内容の持続
○「地域応援チーム」と協力したあいさつ運動
○新宿区サッカー協会代
表チームクリアソン新
宿と連携した、ランニ
ングトレーニングなど

安心できる学習

・分かるという安心
・分かるまで教えてくれる安心
・先生や友達が認めてくれる、受け入れてくれる安心
・自分自身を表現できる安心

勇気をもって前向きに生きる

・失敗を恐れず、挑戦する。勇気をもって再度挑戦する
・測定できる体力や、運動の技能だけを体力ととら
えず、健康に明るく前向きに生きるための基礎を
身に付ける

寛容で人間性豊かな心
・教養と礼儀
　内面からあふれ出す、人としての「やさしさ」「強さ」「厚み」「深み」を
身に付ける

・立ち居振る舞い：「感謝」「あやまること」「礼儀」「言葉遣い」「表情」「姿勢」
　「身だしなみ」相手を思いやる美しい心
・寛容な心：「受け入れ」「許す・認める」「高め合う」「感謝して人を敬う」「謙
虚に自己を見つめる」相手を受け入れる心

子どもにとって安心・安全のための３つの柱

柔らか
多角的、多面的に柔軟に物事
をとらえ、自分なりの考えを
しっかりともてる子ども

さわやか
失敗を恐れず挑戦し、潔く失
敗すらも受け入れ、勇気をも
って、前向きに生きる子ども

和やか
寛容な心をもち、多様な考え
やお互いの存在を受け入れ、
認め合い、高め合える子ども

目指す児童像
和やか 柔らか さわやか 活気あふれる学校和やか 柔らか さわやか 活気あふれる学校和やか 柔らか さわやか 活気あふれる学校

33
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余丁町小学校9
所在地／新宿区若松町13－1
電　話／ 03－ 3205－ 9503
F A X／ 03－ 3205－ 9478

■教育目標と指導の重点
（1）学校の教育目標
　人間尊重の精神を基調とし、国際社会の一員として
の自覚と社会連帯意識をもち、自ら考え、判断し、行
動できる人間性豊かな児童の育成を目指し、次の目標
を設定する。
　○思いやりをもち助け合う子
　○よく考え工夫する子
　○たくましく元気な子

（2）指導の重点
　・ 学習指導要領に基づく指導計画をもとに、一人ひ

とりの児童が自ら考え主体的に判断し、行動でき
る資質や能力を育成するため、問題解決的な学習
や体験的な学習活動を重視し、基礎的･基本的な内
容の習得の徹底を図る。また、ICT機器を積極的
に活用し、学習理解に役立てる。

　・ 自ら学ぶ意欲をもち、主体的に学ぶ楽しさや学習
の成就感を味わわせるために、年間指導計画及び
評価計画に基づいたねらいや学習内容を明確にし
た授業づくりを行う。

　・ 確かな学力の定着を目指すために、チームティーチ
ングや少人数学習指導を効果的に実施する。児童

め、学習指導支援員を有効に活用する。

校生活の充実と向上のために諸問題を話し合い、協力
してその解決を図る活動を行う。

3年生：公園大好きプロジェクト・新宿のじまんを見
つけよう　他

4年生：一人一人とつながり隊・今と未来をつなげ隊　他
5年生：日本の主食を守ろうプロジェクト・地球と共

に生きるプロジェクト　他
6年生：世界ともだちプロジェクト・心を密につなげ

ようプロジェクト　他

■総合的な学習の時間の取り組み
・ 総合的な学習の時間では、各教科で身に付けた知識
や技能を相互に関連付け、学校で学ぶ知識と生活と
の結び付き ら、生
活に生きて働く力の育成を図る。

、知の総合化の視点を重視しなが

一人一人の個性や能力に応じた指導を充実するた

○代表委員会
４年生以上の各学級から男女一人ずつ選出する。学
級代表を中心に代表を設置していない学年（１～３
年生）の意見も取り入れ全学年の意見を反映できる
ようにする。

○たてわり班活動
１～６年生までを14班の班に編成し、月１度のたて
わり班遊びと全校遠足を行い交流をする。

○ロング集会
１年生を迎える会、６年生を送る会

交　通／都営大江戸線　若松河田駅　河田口より徒歩3分

■児童会の活動
　学校の全児童をもって組織する児童会において、学

▲学校ホームページ

34

※わかまつ学級は、平成25年4月1日に東京女子医科大学病院内学級として設置された学級です。

34

1年 2年 3年 4年 5年 6年 わかまつ学級 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 1 13
児童数（計） 53 66 62 59 55 62 1 358
児童数（男） 23 34 37 29 33 34 0 190
児童数（女） 30 32 25 30 22 28 1 168
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地域との協働による学校づくり

ICTを活用した授業の工夫

体験活動を通して環境教育を推進

和太鼓愛好会の活動

確かな学力の定着

35

余丁町小学校

確かな学力の定着

地域との協働による学校づくり
～たてわり班活動の充実～～たてわり班活動の充実～

ICTを活用した授業の工夫

体験活動を通して環境教育を推進

和太鼓愛好会の活動

余丁町小学校の特色ある教育活動
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・教員は研究･研修を通して自らの資質･能力を
高めます。

・学習指導支援員や少人数指導担当と担任とが
連携し、算数と理科の学習を中心に少人数指
導やチームティーチング等個に応じた指導を
進めます。

・特別支援教育の視点を日常化し、児童それぞ
れの教育ニーズに応じた適切な教育環境の整
備と児童への支援体制の充実を図ります。

・心の健康を重視し人間性豊かな児童の育成に
努めます。

・保護者､地域の教育力を教育活動に生かしま
す。（遊びの伝承、町たんけん・全校遠足、
たてわり班など）

・地域協働学校運営協議会や外部評価を生かし
た教育を進めます。

・屋上水田の稲作り、観察池、ゴーヤによる緑
のカーテン、雨水タンクを利用した栽培活動
などの体験を通して、自然とともに生きる自
分を意識し、環境について考えます。

・教育活動の中で、和太鼓を積極的に活用する
と共に、和太鼓愛好会を通して地域行事への
参加や施設への訪問などを行い、学校と地域
との交流を図っています。

・令和３年から一人一台タブレット端末を活
用した、より効果的な学習指導を展開して
います。また、GIGAタイムを活用して操作
性の技術の向上にも努めています。

個に応じた指導の充実個に応じた指導の充実

35
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東戸山小学校10
所在地／新宿区戸山2－34－2
電　話／03－3205－9504
F A X／03－3205－9487
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交　通／都営大江戸線　東新宿駅徒歩　10分
 JR山手線　新大久保駅徒歩　15分
 東京メトロ副都心線　東新宿駅　5分

36

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 若草学級 総計
学級数 1 1 1 1 1 1 6 12
児童数（計） 29 31 33 21 24 32 39 209
児童数（男） 16 19 18 10 10 14 29 116
児童数（女） 13 12 15 11 14 18 10 93

■学校の教育目標
人権尊重の精神を基調とし、知性と感性に富む心身

ともに健康な「自立する子ども」の育成を目指します。
◎すすんで学ぶ子〔重点目標〕

よく考え、自ら進んで学ぶ子ども
○なかよく力を合わせる子

仲良く助け合い、協力する子ども
○心とからだをきたえる子

明るく元気で、ねばり強い子ども

■指導の重点
○児童の実態や課題に即し、個別的指導、習熟度別指導、

チームティーチングを選択し、個に応じた指導を充
実させ、基礎的・基本的な内容の確実な定着と学力
の一層の向上を図ります。

○総合的な学習の時間をはじめ各教科・領域の指導の
工夫・改善を進め、児童の興味・関心・意欲を生か
して、自ら考え自ら課題解決する資質やコミュニケー
ション能力・情報活用能力の向上を図ります。

○道徳教育、人権教育を総合的に関連付け、自他の個
性や能力・障害などへの理解を深め、思いやり、感
謝の心・平和の心を育みます。

○特別支援教育コーディネーターを中心に、特別支援
教育推進員・スクールカウンセラー・スクールソー
シャルワーカーと連携して、個々の児童への支援や
保護者との教育相談を充実させます。

○栄養士を中心に、SDGs 視点から健康・安全教育を
充実させて心とからだの健康づくりや食育推進の拠

点として、『スマイルカフェ』を活用し、児童の主体
的・協働的な学びの機会を創ります。

○地域協働学校運営協議会委員とともに保護者や地域
社会との連携協力・協働し、自然を大切に思う心を育
てるため、校庭の土手やビオトープを活用し、環境
教育の充実を図ります。

■児童会活動
○　縦割り班活動（年6回）

　給食終了後約30分間、6年生がリーダーとなった
異学年集団で仲良く遊びます。遊びの内容は、相談
して決めます。

○　集団活動
　児童集会では、委員会からの発表やゲーム等の楽
しい企画がたくさんあります。昼の時間（スマイル
タイム）には若草学級との交流の時間もあります。

■総合的な学習の時間の取り組み
　本校では、「環境」「異文化・国際理解」「福祉・健康」「い

のちの学習」「キャリア」「情報」を柱に、学習活動
を展開しています。

○環境学習ではビオトープ・水田・校庭の土手・芝生・
学校周辺の豊かな自然等を通じて、自然・命への気
付きや理解を深めています。

○国際理解については、外国人の方々との直接的な交
流や外国語活動と関連させ、日本文化のよさと他国
の文化についての理解を進めています。
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東戸山小学校

さわやかな挨拶が響き  みんなの笑顔が  こだまする学校

特色ある教育活動

東戸山小の教育活動東戸山小の教育活動

学習発表会での英語劇

主体的に思考・判断・表現し、自ら考え行動できる「自立する子ども」をはぐくみます。　
◆一律一斉の学びから、自分に合った主体的・対話的で深い学びへの授業改善
◆誰にも分かりやすく落ち着いて学習に取り組めるユニバーサルデザイン化の推進
◆タブレット端末をどこでも学びに活用できる新宿区版ＧＩＧＡスクール構想の実現
◆新発見への連続、調べることが楽しくなる「図書館を使った調べる学習コンクール」への挑戦

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得し、活用・発信を目指します。　
◆学力向上重点プランに基づく、個に応じた学力向上策の推進
◆「本と出会い、本から学び、発信する」読書活動と図書館を使った調べる学習の推進
◆家庭と協議した自ら体を動かしたくなる運動の日常化を目指した体力の向上
◆できないことで、あきらめさせない。学びを生かして活用・実践できる児童の育成

よりよく生きる心を養い、“いのち”を感じ、“いのち”と向き合う“いのち”の教育を推進します。
◆豊かな人間性と社会性をはぐくむ教育活動の推進
◆自分事として物事を考え相手意識を磨く全教育活動を通した道徳教育の推進
◆「みんなちがって、みんないい」インクルーシブで温かい障害者理解教育の推進
◆すべての“いのち”が喜びあふれる“いのち”の教育の推進

多様なコミュニケーション能力の育成を図る教育を推進します。　
◆児童の笑顔を引き出す魅力ある教育活動の推進～『笑顔』が脳を活性化させる～
◆人権教育と多様性への理解を基盤としたグローバルな国際理解の推進
◆児童理解を深め、キャリア教育を推進するための幼保子・小中の連携教育の推進
◆東京2025デフリンピック大会に向けた教育の推進

保護者・地域・関係諸機関と連携・協働し、安全・安心な学校教育を推進します。
◆学校危機管理マニュアル等に基づく学校の安全管理の徹底
◆児童虐待防止、体罰根絶による児童の“いのち”と人権を守り抜く決意と覚悟
◆子どもたちと笑顔で向き合うための学校の働き方改革のさらなる推進
◆令和６年度版いじめ防止基本方針に基づくいじめ防止対策の推進
◆不登校や出席停止児童等への学びの保障と絆を深める活動の推進

スマイルスポーツフェスタ

イングリッシュキャラバン

広い砂の校庭

1・2・3年生合同遠足緑あふれる中庭での学習
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四谷小学校11
所在地／新宿区四谷2－6
電　話／03－5369－3776
F A X／03－3341－4343

■教育目標と指導の重点
人間尊重の精神を基に、広く国際社会に協調できる心豊か
で心身ともにたくましい、主体性をもつ児童の育成を目指
し、次の目標を掲げる。（知・徳・体にかかわる3本の柱）
自ら学び、よく考える子
（すすんで学習に取り組み、考えて表現する子を育てます。）
豊かな心をもち、思いやりのある子
（集団生活を楽しみ、人の役に立つことを喜びとする子を育
てます。）
最後までやりぬく、たくましい子
（目標に向かって努力し、やりぬく気力や体力をもつ子を育
てます。）
・ 自ら学ぶ意欲をもち、課題解決に主体的に取り組む児
童を育てます。

・ 実験や観察等、体験的な活動を重視し、児童自身の知
的好奇心や探求心を高め、柔軟な思考力や判断力、表
現力の育成を図ります。

・ 習熟度別指導や複数の教師による指導の工夫、児童の
興味・関心、習熟度など、個に応じた指導が十分に達
成できるようにします。

・ 子ども園との連携を視野に、なめらかな接続を目指し
た小学校低学年での学習指導の創造と改善を行うとと
もに、全学年の教育活動の中で交流と連携を探り、学習
内容の充実、豊かな心の育成ができるようにします。

・ 児童が様々な人々とかかわる活動を学習に取り入れ、
主体的な問題解決学習が展開できるようにします。

・ 図書館スタッフ等による読み聞かせや朝読書の活動を
さらに充実させ読解力の向上を図り、豊かな心情を培
います。

・ 地域に根差す「地域協働学校」として、児童が心のぬ
くもりや、地域の人々の思いやりを感じ取ることがで

域の教育力を積極的に生かします。また、学校、家庭、
地域が一体となって活気あふれる教育活動を展開し、
「心のふるさとづくり」を目指します。

■児童会の活動

・ 代表委員会は4年生以上の各クラス代表で組織し、学
校行事や集会等の計画作りや運営を行っています。

■総合的な学習の時間の取り組み

■社会科教育の充実

○ 自分で見付けた課題について、各教科で身に付けた
知識や技能を相互に関連付けながら多面的に追究す
るなど、学び方を身に付けます。

○ 人とかかわって学ぶことを通して、互いのよさや違
いを認めたり、自らの生き方を考えたりできるよう
にします。

・教育課程実践検証協力校（小学校社会科）としての研
究を行い、社会科の教育の充実に努めます。

〈研究主題〉
　　社会とつながり未来を創る子供の育成
・子供たちの探究活動にも力を入れます。

交　通／JR中央線　四ツ谷駅　徒歩7分
 東京メトロ丸ノ内線、南北線、四ッ谷駅　徒歩7分

・委員会は「代表」「運動」「図書」「保健」「給食」「集
会」「放送」「環境」「栽培」「国際」「広報」の11の
委員会で、日常活動に取り組んでいます。

・クラブは「屋外スポーツ」「屋内スポーツ」「卓球」「ま
んが・イラスト」「パソコン」「造形」「科学」「料理・手
芸」「鉄道」「しょうぎ」「ダンス」の11クラブが活動
しています。

きるようにします。学校運営協議会の参画を得て、地
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▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 4 3 4 4 4 2 21
児童数（計） 127 92 124 108 107 75 633
児童数（男） 65 42 67 76 60 46 356
児童数（女） 62 50 57 32 47 29 277

　四谷小学校では、通学区域内の児童数の増加に対応するため、校舎棟の増築工
事を実施しています。教育活動に支障が生じないよう対策を講じますが、工事の
進捗状況によっては、騒音等が発生する場合があります。工事施工事業者との調
整を密に行いながら、お子様の教育環境の確保を図ってまいりますので、ご理解・
ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

【予定】
令和５年８月～令和７年７月　増築校舎工事
令和７年度２学期　　　　　　増築校舎利用開始
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四谷小学校

よつやの子
い
子

よ
い
子

さ
し
い
子

教育目標 〇自ら学び、よく考える子
〇豊かな心をもち、思いやりのある子　〇最後までやりぬく、たくましい子

確かな学力の定着
〇基礎・基本の定着　〇学びの規律の定着
〇問題解決的な学習の推進　〇体験活動の充実
〇タブレットPCの活用

心豊かな子の育成
〇あいさつ上手な子、思いやりのある子の育成
〇月１回の、地域の方のあいさつ運動

健康で丈夫な子の育成
〇「新宿ギネス」への挑戦
〇令和３年度 東京都体力向上推進優秀校として東
京都から表彰されました

姉妹校交流
○天童交歓会（宿泊行事・ホームステイ）
○授業を通した相互交流・作品交流

地域協働学校
支援部会「スマイルクラブ」
地域と共に歩む四谷小
○スマイルクラブに登録された多くの方々によっ
　て教育活動を支えていただいています。
（学習支援、図書、園芸、あいさつ運動、金管バ
ンド応援、天童交歓行事支援等）

姉妹校交流
天童市立干布小との交歓事業
長い歴史を積み重ねる姉妹校交流
○相互に宿泊行事（キャンプ・ホームステイ・四谷
小が夏休み、干布小が春休み）に直接交流をします。

〇四谷小と干布小で学習の成果を作品等で間接
交流をします。

まなびの教室
一人一人を大切にする四谷小
○特別支援教室の指導者、特別支援教室専門員
と連携して個に応じた指導を工夫します。

○特別支援コーディネーターを中心にスクールカ
ウンセラーや特別支援教育推進員、担任等連
携を図り、特別支援教育を推進しています。

四谷子ども園・四谷中学校との連携
連携教育を推進する四谷小
○保幼小の連携として、わくわくドキドキタイム
（小１スタートカリキュラム）を実施したり、行
事を通じて交流を図ったりしています。

○金管バンドが春コンサートで四谷中吹奏楽部と
コラボをするなど連携しています。
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四谷第六小学校12
所在地／新宿区大京町30
電　話／ 03－ 3358－ 3767
F A X／ 03－ 3358－ 4048

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   40 2017/07/21   14:07

交　通／ JR総武・中央線　信濃町駅下車　徒歩8分

■教育目標と指導の重点

■児童会の活動
「自分たちの学校を自分たちで創る」を基本として､児
童会活動を展開する｡
○ 委員会活動
　4年生以上からなる代表委員会と5・6年生による各
種委員会で、自分たちの学校生活の充実と向上のため
に諸問題を話し合い活動を計画し実施している。
○四六フレンドグループ

■総合的な学習の時間の取組
人間尊重の精神に基づいて自他の生命を尊び、社会の
変化に対応して主体的に生きる力や生涯学び続けよう
とする意欲と態度をもち、国際感覚をそなえた、人間
性豊かで心身ともに健康な児童を育成する。
○ 自ら学ぶ子ども
（知的好奇心に富み、積極的に学ぼうとする意欲を
もち､自ら判断し主体的に行動できる子）

○ たくましい子ども
（自ら心身を鍛え、最後までやり抜く強い意志をも
ち、困難を乗り越えてたくましく生きようとする子）

○ 思いやりのある子ども
(常にほがらかで、他人への思いやりの心や、優しさ
をもち､互いに理解し合って成長しようとする子)

　１～６年の全学年より縦割りのグループを編成し、
四六フレンド集会、全校遠足でのグループ活動など。

子ども一人一人が主体的に活動するために、地域の
教育力を積極的に取り入れ、体験的な学習や問題解決
的な学習を通して、５つの学ぶ力（知る力、創る力、
表す力、かかわる力、評価する力）を習得し、自らの
生活をよりよくしていこうとする行動力や実践力を育
成する。
地域を学ぶ「生活科・総合的な学習の時間」の６年

間の枠組みを完成し、児童が探究する学びを実践する。

̶低学年の視点̶
自然とのつながり、身近なまちとのつながり

̶中学年の視点̶
地域とのつながり、福祉を通した人とのつながり

̶高学年の視点̶
食とのつながり、地域の伝統や人とのつながり

〔校内研究〕
来年の開校 100周年に向け、地域との関わりにつ

いて、各学年の生活科・総合的な学習の時間の学習を
もとに、研究を進めていきます。

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 3 2 2 13
児童数（計） 56 68 62 73 51 55 365
児童数（男） 32 31 35 37 25 28 188
児童数（女） 34 37 27 36 26 27 177
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四谷第六小学校

地域とともに歩む学校

恵まれた環境を生かし、多彩な学習活動を進めています。

家庭・地域と協力して豊かな体験活動をおこなっています。

　四谷第六小学校は、新宿御苑、神宮外苑、新国立競技場等に囲まれ、校庭は天然の芝生の緑の多い自然環境に恵

まれた学校です。本校は、地域協働学校として、地域人材、地域関係各機関と連携して、教育活動に取り組むとともに、

ＧＩＧＡスクール構想、オリンピック・パラリンピック教育の推進等、創意工夫ある教育を展開しています。また、

併設幼稚園との連携も行い、幼小接続教育にも重点を置いています。

　学校運営の軸として、「四六 プライド」を標語に掲げ、児童・職員・地域が誇りに思い、子どもたちが安心して

通える学校・明日も行きたくなる学校を目指しています。

「四六  プライド」開校 100 周年を目指して

自ら学ぶ子ども 天然芝の校庭
タブレット端末を活用した学習・生活、総合
的な学習を中心とした「探究的な学び」を進
めていきます。

青々としげった天然芝で寝転んだり、思い切
り体を動かしたりすることができます。

地域を学ぶ授業 地域人材・施設の活用
地域の方をゲストティーチャーに迎え、地域
のことや将来の夢、生き方など様々なこと
を学びます。

ソフトボール投げ方教室・スケート体験など
立地・施設を生かした教育を行っています。
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花園小学校13
所在地／新宿区新宿1－22－ 1
電　話／ 03－ 3353－ 8276
F A X／ 03－ 3353－ 8363

■教育目標と指導の重点
　個人の尊厳を重んじ、国際社会に貢献できるよき社
会人育成のため、豊かな人間性と創造性を備えた、心
身ともに健康な子どもを育成する。

　○元気な子
　・心身ともに健康で、自分を大切にできる子

　○考える子
　・ 目標を立てて計画的に学習し、一つ一つの課題

を自らの力で解決する子

　○ねばり強い子
　・ 目標をもち、最後まであきらめずやりぬく子

　○思いやりのある子
　・  人に対して、自然に対して、ものに対して思い

やりがもてる子

■児童会活動

　委員会活動では、主に5・6年生で組織した7つの委

員会が活動しています。「花園プロジェクト」では児童
会行事の企画や運営を、「集会委員会」では楽しい児童
集会の企画や運営を、「放送委員会」では工夫した校内
放送を、「図書委員会」では図書室の整頓や読書の楽し
さの紹介を、「運動委員会」では丈夫な体づくりの紹介
を、「環境美化委員会」では植物の栽培や校内美化を、
「保健給食委員会」では健康な体づくりの紹介を、それ
ぞれ子どもたちが主体的・計画的に進めています。

■総合的な学習の時間の取り組み

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   42 2017/07/21   14:07

交　通／・東京メトロ丸ノ内線　新宿御苑前駅下車徒歩5分
 ・都営新宿線　新宿三丁目駅下車徒歩10分

　本校では主にたてわり班活動と委員会活動を通し
て、よりよい学校づくりに取り組んでいます。
　たてわり班活動では、1年生から6年生までが8グ
ループに分かれて、遊び、給食、地域清掃など様々な
活動をしています。そこでは学年を越えた交流によっ
て多くのふれ合いが生まれています。また、6年生は
リーダーとしての責任感を、その他の学年は協力する
ことの大切さを学ぶ場でもあります。

本校では、地域の人材・歴史・自然・文化などの資
源を生かした体験活動を取り入れ、環境教育にも視点
をあてながら、子どもたちが地域を知り、地域を愛し、
地域をよりよくしていこうとする態度や実践力を伸ば
す学習を進めています。
3年生の「私たちの町新宿（地域）」では、地域の商店

街の見学や花いっぱい運動を通して地域のよさを学び、
地域とのふれ合いを体験しています。4年生の「四谷
名物新宿内藤とうがらし」では、地域に伝わる「内藤
とうがらし」や「江戸東京野菜」に関心をもち、生産
に取り組んでいた人々の思いを伝えています。5年生は、
「新宿御苑体験教室」で、グリーンボランティアの人た
ちと一緒に御苑の樹木の手入れや清掃活動に取り組ん
でいます。6 年生は、和太鼓の体験を通して日本の伝
統文化を学んでいます。また、地域の協力を得ながら、
キャリア教育の一環で弟子入り体験もしています。

▲学校ホームページ
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＜通学区域の見直しと合わせた花園小学校のさらなる教育環境向上等の取組み＞
〇学校のセキュリティ強化　　校庭へのフェンスの設置（令和６年度中実施予定）
〇通学路の安全確保　　　　　必要に応じた通学路の学童擁護員の増配置
〇施設の改修　　　　　　　　外壁改修（令和６年度）、校庭改修（令和７年度）実施予定
〇放課後の子どもの活動場所の確保　校内学童クラブの開設（令和７年度開設予定）

1年 2年 3年 4年 5年 6年 新苑学級 総計
学級数 1 1 1 1 1 1 3 9
児童数（計） 21 14 15 19 20 26 23 138
児童数（男） 11 7 8 12 10 14 14 76
児童数（女） 10 7 7 7 10 12 9 62
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花園小学校

一人一人の教育ニーズに応じた指導・支援

特別支援教育の推進

確かな学力の育成と豊かな言語活動

令和5・6年度新宿区教育課題研究校「体力の向上」

地域協働学校のよさを活かして

学力の定着と表現力の育成～ＩＣＴの活用と読書活動～

特別支援教育推進員や
学習指導支援員の活用

学校図書館「にじのひろま」

楽しく身体を動かす体育授業の工夫

地域の方に守られながら「朝遊び」

地域の中で 仲間とともに 意欲的に活動し
生きる力を身に付ける　花園小学校

児童の基礎体力を育成する環境づくり

○子どもの実態や発達段階、特性などに応じて適切な指導・支援
を行い、子どものよさや可能性を伸ばします。

○様々な教育活動の場面において特別支援学級との交流及び共同
学習を積極的に行い、互いに理解し合い、ともに助け合うことの
大切さを学びます。

○スクールカウンセラーや関係機関と連携を図り、適切な支援内容
について検討し、専門的なアドバイスを得て指導に生かします。

○算数では、３年生以上は習熟度別学習で少人数グループによる指
導を行い、タブレット端末を活用しながら基礎的・基本的な内容
を身に付け、学力の向上を図っています。

○自分の意見をもち、分かりやすく相手に伝える力を高めています。
○語彙力を高めるために、１～４年生は、モジュールの時間（15 分
×３日）を使い、国語の学習を進めています。

○授業や日常的な活動を通して、主体的に運動に取り組む子の育成
を目指し教科・領域に関連させながら、研究を進めています。

○地域のサッカークラブ「クリアソン新宿」による「花園ランニン
グスクール」を開設し、放課後の運動の場を提供しています。

地域と共に創る学校教育
○火曜日と金曜日の朝は、地域の方の見守りのもと、広いスクールパ
ークで楽しく遊ぶことができます。

○夏季休業中に行う「花園サマーセミナー」や専門家による「茶道体
験」、６年生のキャリア教育「レッツトライ弟子入り」など地域と連
携し、学ぶ楽しさを味わう学習を展開しています。

○地域協働学校運営委員による「朝会講話」を実施しています。
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■教育目標と指導の重点
　国際的視野に立って世界に貢献できる、人間性豊か

で、心身ともにたくましい大久保小の子どもを育てる

ため、次の目標を定める。

　１　考えて、活動する子［重点目標］

　２　明るく、思いやりのある子

　３　元気で、ねばり強い子

■児童会の活動

■総合的な学習の時間の取り組み
◇地域を生かした学年の発達段階に応じたテーマ◇

【第3学年】・地域・国際理解

　単元例：「安全マップをつくろう」

「小泉八雲さんに会おう」

【第4学年】・生産・食・国際理解

　単元例：「内藤とうがらしを育てよう」

｢心と体のバリアフリー｣

【第5学年】・環境・国際理解

　単元例：「大久保環境プロジェクト」

「世界の環境対策を学ぶ」

地域の期待！「大久保太鼓を守り抜く！」

【第6学年】・ 地域参画・国際理解（日本の伝統文化）

　単元例：地域とコラボ！「大久保つつじを守り広めよう！」

◇指導方法の工夫◇

・ 保護者やスクールコーディネーター、地域ボランティ

ア、多くの専門家の協力を得て指導を行っています。

・ 比較・分類したり、関係付けたりして考え、話し合い、

表現するための多様な思考ツールを活用しています。

・ 課題設定→情報収集→整理・分析→表現という探究

的な学習の過程を大切にしています。
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大久保小学校14
所在地／新宿区大久保1－1－21
電　話／03－3205－9506
F A X／03－3205－9529
交　通／JR山手線　新大久保駅　徒歩8分
 西武新宿線　西武新宿駅　徒歩8分
 都営大江戸線　東新宿駅　徒歩4分
 東京メトロ副都心線　東新宿駅　徒歩3分

　学校の一員としての自覚を高めることによって、自

主的・社会的な生活態度を身に付け、一人一人が自分

らしく成長することを目指しています。

　異学年集団活動（たてわり班）

　清掃活動、集会活動、交流給食などの交流を年間を

通して、継続的に行っています。異学年交流の充実を

図ることで信頼関係を築き、豊かな人間関係を育みま

す。

　児童集会

　1年生を迎える会や6年生を送る会では、各学年の

発達段階に応じた楽しい発表が続き、全員で楽しんで

います。12月の開校記念日近くには、大久保小学校

の開校にちなんだ集会を行って、大久保小学校を大切

に思う気持ちを育みます。

▲学校ホームページ
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大久保小学校

児童一人一人を大切にした学校、それが大久保小です！

確かな学力の育成確かな学力の育成考えて活動する子の育成考えて活動する子の育成

明るく思いやりのある子の育成明るく思いやりのある子の育成

元気でねばり強い子の育成元気でねばり強い子の育成

地域の人々との交流地域の人々との交流

　

大久保の教育活動

・ 確かな学力の向上へ
 「分かる・考える・できる」授業づくりの工夫
 （副担任制・習熟度別学習・ティームティーチング・
  ＩＣＴの活用・ベーシックタイム・日本語国際学級）
・ 確かな言葉の力（コミュニケーションの力、思考力・判
断力・表現力、自己を見つめる力等）の向上

・ 担任、副担任、スクールカウンセラー等と連携し、学校全体で児童理解を深めています。
・ 日本語国際学級では、日本語に不安のある児童に対して細やかな日本語指導を行っています。
・ 特別支援教育コーディネーターを中心として、専門家チームや特別支援教育専門員、巡回相
談員等との連携を密にしながら、個に応じた指導を行っています。

・ 豊かな体験活動
 （栽培活動・奉仕活動・自然と触れ合う活動・福祉体験等）
・ 伝統文化に親しむ活動（茶道教室等）
・ 国際理解を深める活動（日本語タイム等）
・ 人とのかかわり
 （地域協働学校・外部教育力の活用）

・ 健康な体と健康な心の育成（なわとび週間、マラソン週間、
適度な運動量、スポーツギネス新宿の活用）

・ 基本的な生活習慣の定着
 （早寝・早起き・朝ごはん、元気なあいさつ、自分から）
 （おはようございます、ありがとうございます、しつれい
します、すいません、さようなら　【オアシスさ】）

【生活科、総合的な学習の時間を中心とした学習】
～地域協働学校運営委員との連携～
 大久保つつじ挿し芽会、内藤とうがらしの栽培
 みどりのカーテン、公園サポーターとの活動
 （花植え）、二言語の読み聞かせ（朝学習）
 昔遊び・町探検

※通常の学級に在籍している者のうち国際学級に通っている数
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 国際学級（自校通級）※ 総計（※は含まず）
学級数 1 1 1 1 1 1 （2） 6
児童数（計） 25 26 28 22 27 22 28 150
児童数（男） 14 13 11 13 13 11 14 75
児童数（女） 11 13 17 9 14 11 14 75
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大久保小学校

児童一人一人を大切にした学校、それが大久保小です！

確かな学力の育成確かな学力の育成考えて活動する子の育成考えて活動する子の育成

明るく思いやりのある子の育成明るく思いやりのある子の育成

元気でねばり強い子の育成元気でねばり強い子の育成

地域の人々との交流地域の人々との交流

　

大久保の教育活動

・ 確かな学力の向上へ
 「分かる・考える・できる」授業づくりの工夫
 （副担任制・習熟度別学習・ティームティーチング・
  ＩＣＴの活用・ベーシックタイム・日本語国際学級）
・ 確かな言葉の力（コミュニケーションの力、思考力・判
断力・表現力、自己を見つめる力等）の向上

・ 担任、副担任、スクールカウンセラー等と連携し、学校全体で児童理解を深めています。
・ 日本語国際学級では、日本語に不安のある児童に対して細やかな日本語指導を行っています。
・ 特別支援教育コーディネーターを中心として、専門家チームや特別支援教育専門員、巡回相
談員等との連携を密にしながら、個に応じた指導を行っています。

・ 豊かな体験活動
 （栽培活動・奉仕活動・自然と触れ合う活動・福祉体験等）
・ 伝統文化に親しむ活動（茶道教室等）
・ 国際理解を深める活動（日本語タイム等）
・ 人とのかかわり
 （地域協働学校・外部教育力の活用）

・ 健康な体と健康な心の育成（なわとび週間、マラソン週間、
適度な運動量、スポーツギネス新宿の活用）

・ 基本的な生活習慣の定着
 （早寝・早起き・朝ごはん、元気なあいさつ、自分から）
 （おはようございます、ありがとうございます、しつれい
します、すいません、さようなら　【オアシスさ】）

【生活科、総合的な学習の時間を中心とした学習】
～地域協働学校運営委員との連携～
 大久保つつじ挿し芽会、内藤とうがらしの栽培
 みどりのカーテン、公園サポーターとの活動
 （花植え）、二言語の読み聞かせ（朝学習）
 昔遊び・町探検
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天神小学校15
所在地／新宿区新宿6－14－2
電　話／03－3358－3769
F A X／03－3358－3775

■児童会の活動
　学校の全児童をもって組織する児童会において、学
校生活の充実と向上のための諸問題について話し合い、
協力してその解決を図る活動を行います。
①代表委員会活動　運動会や音楽会等のスローガン作
りや学校の諸問題についての話合いを行います。

②委員会活動　放送　集会　代表　図書　保健・給食
運動　の6委員会で構成されています。計画や運営
を主として高学年が行います。

③児童会集会活動　ロング集会（1年生を迎える会、
6年生を送る会）やショート集会（集団ゲーム、委
員会発表等）があります。

④異年齢集団による交流活動（仲よしタイム、グリーン
アドベンチャー　等）も盛んです。

■総合的な学習の時間の取り組み　
〇自然体験、奉仕活動などの社会体験、ものづくりや
生産活動等の体験的な学習や、問題解決的な学習活
動を通して、学び方・生き方を身に付けさせます。

〇国際理解、学校・地域、健康・福祉、環境、情報を、
それぞれの学年ごとに応じて重点をきめて、地域の
教材を積極的に取り入れるとともにスクール・コー
ディネーターを通して地域の人材を活用し、子ども
の興味関心に基づく創意ある活動を推進します。

〇国際理解教育において、外国の方を招き、多様な文
化の理解に努めます。自国の伝統や文化に対する知
識や理解を深め、郷土を愛する心や他国の文化の違
いを認め合い、生きていく資質と能力を育てます。

■教育目標と指導の重点
　人権尊重の精神に基づき、生涯にわたる人間形成の
基礎を養い、国際社会に貢献できる心豊かな健康でた
くましい子どもを育てるために、次の目標を定める。
〇よく考え工夫する子
（学習方法を身に付けて自分で課題を解決する力の
育成）

〇明るく元気な子
（自ら課題を追究し、何事にも意欲的に取り組む力
や最後までやり遂げる力の育成）

〇仲よく助け合う子
（命や自然の尊さが分かり、仲間と優しく助け合う
生きる力の育成）

指導の重点
 • 主体的・対話的で深い学びの実現を図り、「なぜ、
どのように、何ができるようになるか」が明確にな
る質の高い授業を目指します。

 • GIGA スクール構想に基づき、タブレット端末を活
用し、個別最適な学びを推進します。

 • 自分もよくて、みんなもよい個と集団にします。そ
して、学級集団を互いに好影響を与え合う集団にし
ます。

 • 人権尊重の精神と自己有用感に基づく自己肯定感や
自尊感情の向上を推進します。

 • 地域協働学校運営協議会を柱として、保護者、地域、
関係諸機関との相互理解を連携を図ります。

 • 児童がウェルビーイングを実感できる学校の実現を
図ります。

交　通／都営大江戸線・副都心線　東新宿駅下車　徒歩5分
都営新宿線・東京メトロ丸ノ内線　新宿三丁目駅下車　徒歩10分

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 1 1 1 1 1 7
児童数（計） 38 29 33 28 29 29 186
児童数（男） 24 16 17 11 15 21 104
児童数（女） 14 13 16 17 14 8 82
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天神小学校

○ 国際交流学習で外国の方との触れ合いを行います。コミュニ
ケーション能力を育成し、異なった言葉や文化に対する知識
や理解を深め、互いに認め合い尊重し合おうとする資質や能
力を育てます。

○ 特別支援教育を充実させます。個別支援計画による意図的、
計画的な、子どものニーズに合った指導・支援を行います。

○ まなびの教室（特別支援教室）の拠点校として、その子ども
にあった学び方で教えることを推進します

た学びを支援していきます。

地域協働学校  家庭・地域との共育「一人一人が輝き、学び合う学校」－開校102周年－

。子ども同士が学
び方の違いを当たり前のこととして受け止め、それぞれに合っ

○確かな学力の定着に向けて、算数においては3年生以上で少人数指導を行い、他の教科についても（専
科教員・学習指導支援員による）複数指導体制を整え、一人一人の学び合いを大切にした個に応じた
指導を重視していきます。

○学びのユニバーサルデザイン（UDL）を推進し、みんなが分かりやすい授業を目指します。
○一人一台端末を活用し、個別最適な学びを推進し、対話的な学び合いを通して、協働的な学びを推進し
ます。

○体験的な学習・問題解決学習を展開し、自ら学ぶ意欲を育て、思考力・判断力・表現力を高めます。
○図書ボランティアによる読み聞かせ・図書館スタッフによる読書
環境の整備・地域の図書館との連携を通して読書活動の推進を図
ります。子どもの豊かな情操を育むとともに学習の基盤になる言
語能力や読解力を身に付けさせます。

○デジタルドリルを活用し、漢字や計算の繰り返し学習、読書活動
を通して、基礎学力の定着を図っていきます。

○保護者会・個人面談では、学力調査の結果・意識調査結果・東京
ベーシックドリル等を活用して「学習の達成度」「学習の取り組
み方」を評価し、個々の学習目標を達成できるように家庭と共通
理解を深め、指導の工夫・改善に努めます。

○たてわり班での活動（仲よしタイム・グリーンアドベンチャー等）
を行い、異学年で一緒に遊んだり活動したりする中で、互いに
協力する態度を育てます。
○地域の一員としての意識や社会性を培います。
　（開校記念集会・みんなで働く日）
○野菜やみどりのカーテン等の栽培活動・昆虫や魚等の飼育活動を通
して、動植物を愛する優しい心や命を大切にする気持ちを育てます。
○東京 2025 デフリンピック大会の開催を契機として、聴覚障害
者やデフリンピックに関する学びの充実を図ります。
○天然芝の校庭で、のびのびと運動することができます。そして、けがの防止・体力向上を図ります。
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戸山小学校16
所在地／新宿区百人町2－1－38
電　話／ 03－ 3205－ 9507
F A X／ 03－ 3205－ 9572

■教育目標と指導の重点
　人間尊重の精神を基調に国際的視野に立ち、世界に
貢献できる、人間性豊かな心身ともにたくましい人間
を育成するために、次の目標を設定します。
　○自ら学び行動する子ども
　○強い心とじょうぶな体の子ども
　○ルールを守り仲良く力を合わせる子ども
　○心の美しい思いやりのある子ども
【指導の重点】

■児童会の活動

■総合的な学習の時間の取り組み

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   48 2017/07/21   14:07

3年生
【戸山たんけんたいが行く】【命をいただくということ】
【やさしさいっぱいとどけ隊】
　自分たちの住む「大久保・百人町」地域に目を向け、
身近な自然や施設に興味をもつと共に、共に地域で暮
らす人々にも関心をもつことで、自ら課題を見付け、調
べる活動を行っています。地域の方々と仲良くなる活
動も積極的に行っています。
4年生
 【地域安全マップを作ろう】
 【ゴミレンジャー研究・発信】
　自分たちの生活について、安全・衛生・環境の３つの
ことについて自ら課題を決めて調べる活動を行っていき
ます。また、社会にはいろいろな職業や生き方があること
を知り、社会の一員としての自覚をもち、社会の発展に
貢献しようとする意欲を高めていきます。（キャリア教育）
５年生
【わたしたちの町・百人町・大久保】【心のバリアフリーを目指して】
【最高学年に向けて】
　身近な環境や福祉に関わる問題をもとに、今日的な
課題について、主体的に取り組み、解決に向けて追究
しています。
6年生
【日光探検隊】【多文化共生】
【私たちの卒業に向けて】
　様々な国の人々と共に生きる時代を迎え、外国の文
化や日本の文化を尊重するとともに、共生の課題を追
究していきます。
※全学年の共通課題
　カリキュラムマネジメントを推進し、教科横断的な学
習（SDGs等）に取り組みます。

教員一人一人の授業力向上のため、国語科指導法の
充実を目指します。主体的に学び、自分の思いや考え
を表現し合う児童を育成します。

児童の自主的な活動を大切にし、よりよい生活や人
間関係を築くために、一人一人にすすんで行動する力
を育むことのできる指導をしています。
計画委員会では、運動会等のスローガンやポスター

を作り、学校行事を主体的に捉え、自らすすんで活動
しています。あいさつ運動やユニセフ募金などにも積
極的に取り組んでいます。
児童集会では、各委員会の特色を生かした活動発表

をしたり、全校児童が学年を超えて触れ合えるようゲ
ーム等を行ったりしています。
また、海城中学・高等学校、戸山高等学校、保善高

等学校の生徒会と連携し、夏のワクワクスクールを行
っています。

交　通／ JR山手線　新大久保駅　徒歩5分

48

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 61 61 52 60 68 72 374
児童数（男） 29 26 27 29 34 38 183
児童数（女） 32 35 25 31 34 34 191
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戸山小学校

GIGAスクール構想

　 

　 

　 

人権教育の推進

　 

　 

　 

　 特別支援教育の推進

　 

　 

　 

子どもが主役の学校子どもが主役の学校

2017/07/21   14:07

子どもにとって「通ってよかった戸山小」
保護者にとって「通わせてよかった戸山小」
地域にとって「地域が誇れる戸山小」

①児童の「学びたい」を叶える学校
・タブレットを用いて、調べ学習や学び
合う場面を設定します。

・タブレットを使用した家庭学習を推進
し、学習習慣の定着を図ります。

②全教科における ICT機器の活用促進
・指導と一体化した情報活用能力を育成
します。

①いじめを許さない学校
・計画的に面談を行い、早期発見、早期
対応をします。

・いじめが発生した場合は、全校体制で
組織的に解決にあたります。

・法教育やアンガーマネジメントを取り
入れた授業を実施します。

②多文化・多様性の理解
・特別の教科「道徳」の実施による心の
教育の推進に取り組みます。

・「ダイバーシティー」を認める意識を育
成し、子どもたちの個性を引き出し、
伸ばします。

①教室のユニバーサルデザイン化
・授業に集中できる環境を整備します。
・誰でも分かる板書や掲示物を工夫します。
②特別支援教育の充実
・まなびの教室拠点校です。児童一人一人
が自分に合った学び方を身に付けます。

・まなびの教室担当教員による校内研修や
臨床心理士による専門性向上研修を実施
し、全教員が児童個々の成長に合わせた
指導ができるよう、学びを深めます。

タブレット端末を課題解決に活用しています。

人権の花を育てていきます。
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戸塚第一小学校17
所在地／新宿区西早稲田3－10－12
電　話／03－3205－9508
F A X／03－3205－9648

■総合的な学習の時間の取り組み
○「 ふるさと戸塚」を学びのステージとした体験的な活動
３年生「神田川はかせになろう」＜環境＞
　　　「まちのすてきを伝えよう」＜伝統文化＞
４年生「安心・安全なまち　戸塚」＜防犯・防災＞
　　　「誰もが安心できるまち　戸塚」＜福祉＞
５年生「米から学ぼう日本の文化」＜国際理解・食

育・環境＞
　　　「世界の文化を学ぼう・日本の文化を伝えよ

う」＜伝統文化・国際理解＞
６年生「戸塚地域を幸せにしようプロジェクト」
　　　 ＜環境・安全・伝統文化・環境・社会参画＞
　　　「ふくらませよう！ぼくたち、わたしたちの夢」

＜キャリア教育＞
○世界への広がり「ワールドデイ」

■教育目標と指導の重点
人間尊重の精神に基づき、国際社会の一員としての

自覚と連帯意識をもち、たくましく心豊かに生きる児
童の育成を目指します。
〇考える子…正しく判断し、創意工夫する子（創造）
〇協力する子…きまりを守り、思いやりのある子（協働）
　〇強い子…じょうぶで、ねばり強い子（自立）

　☆目指す学校
◇子ども一人ひとりが主役として活躍の場がある学校
…一人ひとりのよさを認めます。

◇楽しく、力のつく学校…楽しさが子どもの可能性を開
きます。授業改善で生きる力を育みます。

◇いじめのない安全・安心な学校…人権第一・安全第
一・学校事故ゼロを目指します。

◇保護者や地域に信頼される学校…関わりを強固にし、
子ども第一の開かれた学校を目指します。

◇学びの連続性を高める学校…近隣保育園・幼稚園・
中学校との連携を進めます。

■児童会の活動
児童会の活動を通し、楽しく豊かな学校生活や望ま

しい人間関係を築こうとする自主的・実践的な態度を
育てます。

　<青少年赤十字の活動>
平成２７年度より青少年赤十字に加盟し、「気付

き、考え、実行する」を目標に日々活動しています。
募金活動を通じて、思いやりの心を育てるとともに、
社会や世界の問題に関心をもち、自分たちにできる
ことを考え、実践しようとする心情を育てます。

　<たてわり班活動>
年間を通し、１年生から６年生までの全学年で構

成される１5のたてわり班を組織し、様々な場面で
活動します。その中で、上級生は下級生に対し「思い
やり」を、下級生は上級生に対し「あこがれ」の気持
ちを大きくしていきます。
たてわり班活動を続けていくことは、集団の中で

自分の役割を果たし、協力することの大切さやよさ
を実感するよい機会となります。

交　通／JR山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線　高田馬場駅　徒歩15分
東京メトロ東西線　早稲田駅　徒歩12分
東京メトロ副都心線　西早稲田駅　徒歩8分
都電荒川線　面影橋　徒歩3分

留学生を各クラスに招き、交流することで学びを
広げます。いろいろな国の文化や習慣を知り、日本
との違いを理解することは、お互いの文化のよさを
認め、お互いの考えを認め合い、尊重し合う児童を
育てます。
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▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 3 3 3 2 2 2 15
児童数（計） 76 75 73 66 68 65 423
児童数（男） 41 39 26 38 39 41 224
児童数（女） 35 36 47 28 29 24 199
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戸塚第一小学校

区内で最も古い歴史と伝統　―開校１４8周年―

自立・協働・創造の　世界市民をはぐくむ　チーム戸一！

学習指導の充実
☆確かな学力の定着
◇習熟度別指導(算数)による少人数指導
◇プログラミング教育の推進
◇ICT機器の活用による分かりやすい授業
◇読書活動の充実（朝読書・読み聞かせ・公共図書館との連携、
　図書ボランティアや図書館支援員、図書スタッフによる支援）　
◇地域の教育資源を生かした、生活科・総合的な学習の時間に
　よる体験活動、言語活動の充実
◇外国語(活動)の充実（ALT全学年配置、外国語専科講師配置）
☆学びの連続性
　◇新入学児童向けスタートカリキュラムの実施
　◇近隣幼稚園・保育園・中学校との連携、交流

豊かな心の育成
◇「まなびの教室」（特別支援教室　月・火曜日巡回）
◇特別支援教育の充実（特別支援教育推進員やスクールカウンセラーなど、多彩な職員で連携）
◇たてわり班活動の充実（異学年交流推進）
◇全校あいさつ運動の実施
◇「戸一スタンダート」による規範意識の醸成
◇国際理解教育の推進（早稲田大学・新宿日本語学校留学生との交流
　・ミャンマー児童の学校生活体験）
◇音楽教育の充実（全学年発表集会）
◇道徳授業、道徳授業地区公開講座の充実
◇「ふれあい月間」「いじめは許されない・許さない」指導の徹底
◇全校地域清掃

健康・安全・体力の向上
◇地域防災訓練への参加、不審者訓練、起震車体験、集団下校、
　交通安全教室の実施
◇青少年赤十字（JRC）加入による災害学習プログラムの実施
◇運動朝会、なわとび・かけるタイム、「といちンピック」の実施
◇アスリートから学ぶスポーツのすばらしさ・本物体験
◇栄養士による食育指導、特色ある給食（世界・日本の郷土料理、
　本に登場する料理など）
◇養護教諭による「心と体」の学習
◇歯科衛生士専門学校による「歯」の学習
◇「SNS戸一ルール」の定着

地域の特色や教育力を生かした体験活動の充実
◇昔あそび体験　
◇地域へのあさがお配り　
◇環境問題学習、みどりのカーテン
◇ワールドデイ（さまざまな国の留学生との交流）　
◇戸塚囃子保存会との交流　
◇吹奏楽団の地域行事への参加　
◇染物体験　
◇わくどきサマーセミナー
　（夏休みに保護者・地域の方々が様々な講座を開催）
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戸塚第二小学校18
所在地／東京都新宿区高田馬場1－25－21
電　話／03－3205－9509
F A X／03－3205－9734

 

2017/07/21   14:07

交　通／JR山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線　高田馬場駅　徒歩2分

52

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 46 53 47 60 50 42 298
児童数（男） 29 35 21 34 25 26 170
児童数（女） 17 18 26 26 25 16 128

■教育目標と指導の重点
「教育目標」
　○よく考える子ども
　○思いやりのある子ども
　○強くたくましい子ども
「指導の重点」
○たてわり班活動・併設幼稚園児との交流活動等を通

して、人と人との温かい関わりを体験させ、児童の
豊かな心の育成を図る。また、生活指導全体会や生
活指導夕会等で問題の「未然防止」「早期発見」「早
期解決」に努める。その他、外部支援員の協力も得
て教職員全員で児童の健やかな成長を支援する。

○基礎的・基本的内容の定着を図るとともに、児童一
人一人が問題意識をもち、主体的・対話的に学習が
進められるよう、算数科における少人数指導、理科
におけるチームティーチングを行い、個に応じた支
援の下、主体的・対話的で深い学びが実現できるよ
う授業改善に努める。

○研究主題を「説明文を読んで理解したことについて、
すすんで自分の思いや考えを書く児童の育成」と設
定し、児童の学びたい気持ちを喚起し、「児童の姿
を根拠にした授業実践」に基づく研究活動を深め
ていく。自分の思いや考えを表現できる児童を育て
るとともに、友達の考えをしっかりと受け止め、学
び合う楽しさを実感し、一人一人の深い学びにつな
げていく。

■児童会の活動
○学校行事や集会活動等を通して、本校児童としての

自覚と所属意識を高め、友達と協力してよりよい学
校生活を築こうとする、自主的で実践的な態度を育

てる。
○学級活動を基本に児童一人一人が活躍できる場を保

障し、自分のよさを表現するとともに、自治的・自
発的な活動を通して集団への所属感と仲間との連帯
感が深められるよう、学級生活の充実を図る。

■総合的な学習の時間の取り組み
○児童が自らの興味関心に基づき、自ら問題を発見で

きる問題解決能力を育成し、解決に向け主体的・意
欲的に取り組んでいけるようにする。
①問題解決的な学習を進めるための時間を保障する。
②学習テーマに応じた体験的な学習を適切に取り入

れ、個に応じた指導と成就感のある学習を展開する。
③学習時あるいは学習後の成果をもとに、地域への

働きかけを通して、地域の良さを知り、地域の一
員としての自覚と、共生感を育成する。

④学習材や資料の蓄積を行うとともに、スクール
コーディネーターの協力の下、地域人材の発掘を
積極的に推進し、主体的かつ探究的に学ぶ。

⑤地域協働学校運営協議会委員の支援による、戸二
農園での栽培活動を体験する。

《総合的な学習の時間の主な活動事例》
　3年「高田馬場たんけんたい」
　4年「心を通わせよう！ユニバーサルデザイン」
　5年「日本の“食”調査隊」
　6年「高田馬場のまちづくりについて考えよう
　　　　～地域活性化プロジェクト～」
《各学年共通単元》
「見つけた活動」
「戸二農園グリーン大作戦」
「世界ともだちプロジェクト」
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戸塚第二小学校

◇よく考える子ども＜確かな学力の育成＞

『考える授業』～思いや考えを伝え合い、高め合う授業の実践～

◇家庭・地域との連携「町の泉の学校 町の光の学校」

心のふるさと『町の泉の学校 町の光の学校』

◇思いやりのある子ども＜豊かな人間性の育成＞

『みんな仲良し』～誰とでも笑顔で協力し、活動する学校の実現～

◇強くたくましい子ども＜健やかな体づくり＞

『健康的な生活』～体を動かす楽しさの実感と最後までやり抜く強い心の育成～

開校106年 
　地域に愛され、支えられてきた戸塚第二小学校は、平成30年度に100周年を迎え、令和6年度は１０6年目となり
ました。これまでの歴史と伝統を継承し、地域を愛し、未来を担う児童の育
成に努めていきます。
　児童の主体的・協働的な学びを保障し、一人一人の学びたい気持ちを育
み、叶える教育活動を推進しています。この主体的な学びを支えるにあたり、
友達と関わり合う力である「豊かな人間性」や、困難に直面しても粘り強く
取り組む「たくましさ」も意図的・計画的な指導を通して育み、個に応じた学
びに深まりをもたせられるよう、全教職員が「全ては子どもたちのために」と
いう共通認識で教育活動に取り組んでいます。

○確かな学力の推進→区学力定着度調査を分析し、学力向上重点プランへの反映と授業改善を図る
○「自分の思いや考えを自分の言葉で表現できる児童の育成」
○教科の特性を踏まえた「タブレット端末」や「ICT機器」の効果的活用→PBL学習
　を推進するにあたり、ICT機器を適宜活用する。また、発達段階に応じた情報
　モラル、プログラミング教育を計画的に実施する。
○習熟度別算数少人数指導、チームティーチングの実施と放課後学習教室の実施
○学習規律の確立と家庭学習の習慣化

○道徳教育の充実→道徳科を要にした指導のもと、道徳的価値を補充・深化・統合し、
　自分も相手も大切にする心を育成する。
○人権教育を基盤にした教育活動、教育環境整備（言語環境を大切に）
○学校行事や学級経営の充実を通した望ましい集団づくり
○たてわり班活動、併設幼稚園との交流活動
○地域の方とのふれ合い（ゲストティーチャーなど）
○いじめや不登校の未然防止・早期発見・早期対応、アンケートやhyper-QU
　（よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート）の実施と分析・考察による「安心・安全・楽しい」学校づくり
○規範意識・社会貢献意識の醸成、地域社会の一員としての自覚を育て、地域を愛する児童を育成
○「まなびの教室」の拠点校としての利点を生かし、特別支援教育の推進

○戸二農園：地域の方とともに行う全校児童一人一本の大根栽培
○地域の伝統を受け継ぐ体験型授業（藍染め体験、戸二小太鼓など）
○読書活動の充実「読み聞かせ・戸二シアター」（図書ボランティア）
○ＰＴＡとの連携（地域の清掃活動、鏡もちづくり、早朝ランニングなど）

○「Ｔ２パワー」（短なわ）の計画的な実施、「戸二リンピック」への挑戦
○日常の体育学習の充実 ～体力テストの実施・分析・考察を踏まえて～　
○食育、健康教育の充実（歯磨き指導、薬物乱用防止教室など）
○安全教育・安全指導の充実と防災意識の育成（防災教室の実施など）
○家庭との連携「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣化
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戸塚第三小学校19
所在地／新宿区高田馬場3－18－21
電　話／03－3227－2101
F A X／03－3227－1942

■教育目標と指導の重点
☆ 教育目標
　○　よく考える子
　○　思いやりのある子
　○　たくましい子

☆ 指導の重点

　 

■児童会の活動

　○代表委員会活動（4年以上の学級代表）
　　・学校行事等の運営
　　・学校をより良くするための活動
　○委員会活動（5・6年全員）
　　・毎月第1月曜日の定例活動と常時活動

〈代表、図書、集会、保健・給食、運動、放送〉

■総合的な学習の取り組み

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   54 2017/07/21   14:07

①子どもたちが主体的・対話的に学ぶ授業
②思いやりや感謝の気持ち、礼儀やマナーを大切に
した指導体制
③元気いっぱい、伸びやかさとたくましさを考えた
学校生活
④協働することで築く保護者・地域との信頼関係

望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達
と個性の伸長を図り、よりよい生活や人間関係を築く
自主的、実践的な態度を育てるとともに、自己を生か
す能力を養う。

　・児童集会
　・募金や被災地支援活動
　・６年生を送る会
○クラブ活動
　毎週月曜日（年間16時間）
〈スポーツ、アート、科学、料理・家庭、
　パソコン、ボードゲーム/昔遊び〉

○児童会集会活動
　・１年生を迎える会

○自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に
判断し、よりよく問題を解決する力を育てる。

○学び方やものの考え方を身に付けられるようにす
る。

○問題の解決や探究活動に、主体的・対話的に取り組
む態度を育てる。

○自己の考え方を表現し合い、高める力を伸ばす。
○自己の生き方を考えることができるようにする。
〈活動例〉
創立100周年（令和７年度）をお祝いしよう
生命：「育てよう　役立てよう」
福祉：「スポーツの力でみんなに笑顔を」
環境：「神田川ファンクラブとエコアクション」
伝統文化：「日本の文化に親しもう」
職業：「働くってなんだろう」
環境・福祉：「高田馬場をよりよくするために」
情報：「パソコンに親しもう」

交　通／JR山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線　高田馬場駅より徒歩10分
西武新宿線　下落合駅より徒歩5分

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 1 2 2 11
児童数（計） 41 52 49 36 42 42 262
児童数（男） 22 28 28 17 14 24 133
児童数（女） 29 24 21 19 28 18 129
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戸塚第三小学校

確かな学力の育成

安全で安心な学校づくり

心を育てる

保護者・地域との連携

　

　

　

 

戸三小の
特色ある
教育活動

戸三小の
特色ある
教育活動

・主体性を育む授業　・対話を重視した活動
・算数習熟度別指導　・各教科チームティーチング
・学習スタンダード　・ICTの活用

・放課後学習教室 　 
・外部教育力の活用　・家庭との連携　

 

主体性を育む

・総合的な学習の時間　 ・豊かな体験活動　
・遠足　・校外学習　・主権者教育（模擬選挙）
・特色ある行事　・クラブ活動　・委員会活動　
・募金活動
・保育園、幼稚園、子ども園との交流授業

・
避
難
訓
練

　・
着
衣
泳

　・
防
災
教
室

・
交
通
・
自
転
車
安
全
教
室

　・
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

・
子
ど
も
を
守
る
学
校
と
地
域
の
会
と
の
連
携

　

・
あ
い
さ
つ
運
動

　・
地
域
清
掃
活
動

　

・
「
神
田
川
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
で
の
環
境
学
習

・
読
み
聞
か
せ

　・
道
徳
週
間
・
栽
培
活
動

　

・
高
齢
者
と
の
交
流

・
近
隣
幼
稚
園
、
保
育
園
、
子
ど
も
園
と
の
交
流

個に応じた指導
 

・全校体制で特別支援教育を推進しています。
・「まなびの教室」を設置しています。
・算数習熟度別指導や、各教科でＴＴを実施しています。
・放課後学習教室（希望者）を行っています。

・地域協働学校を核として、地域や保護者と連携
　した教育活動を展開しています。
・外部の教育力を生かした学習活動を行っています。

国際感覚を高める

・美術鑑賞教室　・消防写生会
・音楽鑑賞教室　・演劇鑑賞教室
・戸三ギャラリー
・吹奏楽団（課外活動）

・
外
国
語
・
外
国
語
活
動

　

・
日
本
の
伝
統
文
化
学
習

　

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

　

・
モ
ン
ゴ
ル
文
化
体
験

　

健康づくり
芸術性を育む

・朝学習　・朝読書

・業間体育　　・校内長なわ大会
・持久走旬間　・なわとび旬間
・走り方教室　・野球教室　・食育
・歯磨き指導　・学校保健委員会
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落合第一小学校20
所在地／新宿区中落合2－13－27
電　話／03－3565－0940
F A X／03－3565－0957

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   56 2017/07/21   14:07

交　通／西武新宿線　下落合駅　徒歩8分
　　　　都営大江戸線　中井駅　徒歩13分

▲学校ホームページ

56

■教育目標と指導の重点
【教育目標】

人権尊重の精神に基づき、豊かな人間性をもって自
他の存在を尊重し、自ら学び実践する人間の育成を目
指し、次の教育目標を設定し推進する。

　〇深く考え、ねばり強く努力する子ども
　〇思いやりがあり、人と協力する子ども
　〇健康でたくましい体力・気力のある子ども

【指導の重点】
⑴	 人権尊重の精神を基調に、「考える道徳・議論す

る道徳」を展開し、全教育活動を通して、児童一
人ひとりが居場所と自分のよさを実感できるよう
にし、自他の生命や存在を大切にする心情と態度
の育成に努める。

⑵	 指導の個別化と学習の個性化を進め、確かな学
力の定着を図るとともに、主体的・対話的で深い
学びを進め、児童の探究的な学習を確保する。

⑶	 多様な価値を認め、他社理解を深める教育を推
進するとともに、特別な支援を要する児童につい
て、関係機関等と連携を図りながら対応し、同時
に、まなびの教室での指導を充実させていく。

⑷	 運動の楽しさを実感するとともに、自分の体力に
ついて興味・関心をもち、主体的に運動に取り組
むことができるようにする。

⑸	 生活安全、交通安全、災害安全を基本に安全教
育を推進し、児童が自ら危険を予測し回避する能
力や、互助の能力を身に付けることができるよう
にする。

⑹	 地域との連携をより充実させ、地域と共に歩む学
校をつくる。

【本年度の重点目標】
⑴	 全教育活動を通して、児童と教師、児童相互の温

かいかかわりを築き、自他の生命や存在を大切に
する心情と態度、コミュニケーション能力の素地
を育成する。

⑵	 問題発見解決能力、情報解決能力を育成し、児
童が立てた課題に対して探究的な学習ができるよ

うにする。また、デジタル教材の活用を図り、指
導の個別化と学習の個性化を進める。

■児童会の活動
「たてわり班活動」

温かい人間関係、協力する心、思いやりのある心を
育むために、全校児童を 18 班に分けて活動を行う。

たてわり班集会では、６年生がリーダーとなって異
学年の子どもたち同士でさまざまな遊びを行う。

■総合的な学習の時間の取り組み
探究的な見方・考え方を働かせ、実社会や実生活に

関わる横断的・総合的な学習を行うことを通して、よ
りよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくため
の資質・能力を次のとおり育成することを目指してい
ます。

【活動例】
３年生　落一たんていだん
　　　　プレゼンテーションソフトに慣れよう
　　　　おちあい百人染め
　　　　プログラミングのひみつを探ろう

（プログラミング）
　　　　日本の伝統文化を伝えよう
４年生　落一安全マップを作ろう
　　　　伝えよう日本の伝統文化（１）（藍を育てる）
　　　　ふくしって　なあに（障害者スポーツ体験）
　　　　伝えよう日本の伝統文化（２）（藍染め体験）
　　　　コンピューターのひみつを探ろう

（プログラミング）
５年生　落一エコプロジェクト（１）
　　　　プログラミングにチャレンジ

（プログラミング）
　　　　落一エコプロジェクト（２）
　　　　パソコンでまとめよう
　　　　落一エコプロジェクト（３）
６年生　落合歴史探訪
　　　　日光移動教室へ GO
　　　　落一情報プロジェクト（プログラミング）
　　　　ドリームマップ作り（キャリア教育）
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 3 3 3 3 3 3 18
児童数（計） 88 88 103 91 88 88 546
児童数（男） 38 40 57 50 42 40 267
児童数（女） 50 48 46 41 46 48 279
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落合第一小学校

温かいかかわりの中で、知と体を育む 

温かいかかわりを育む教育活動 

豊かな知と体を育む教育活動

児童と教師、児童相互の温かいかかわりを築き、
自他の生命や存在を大切にする心情と態度、コミ 
ュニケーション能力の素地を育成する。 

個に応じた指導や支援を充実させるＩＣＴの活
用、教科担任制、より専門性の高い教師による指
導など、豊かな知と体を育む教育活動を行う。

異学年との交流活動異学年との交流活動 充実した学校行事充実した学校行事

〈消防署（落合出張所）見学〉〈消防署（落合出張所）見学〉

地域の協力による体験学習地域の協力による体験学習

基礎・基本を大切にした少人数授業と
教師の専門性をいかした教科担任制
基礎・基本を大切にした少人数授業と
教師の専門性をいかした教科担任制

一人ひとりの特性に応じた指導・支援一人ひとりの特性に応じた指導・支援

ICT を活用した授業（プログラミング）ICT を活用した授業（プログラミング）

英語担当教員・専任講師による授業英語担当教員・専任講師による授業

〈六年生と一年生の交流〉〈六年生と一年生の交流〉

〈藍染め体験〉〈藍染め体験〉

〈兄弟学年での遠足〉〈兄弟学年での遠足〉

〈あきさがし〉〈あきさがし〉 〈社会科見学〉〈社会科見学〉

〈女神湖移動教室〉〈女神湖移動教室〉 〈展覧会ワークショップ〉〈展覧会ワークショップ〉

〈ドリームマップ作り：キャリア教育〉〈ドリームマップ作り：キャリア教育〉
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落合第二小学校21
所在地／新宿区上落合2－10－23
電　話／03－3227－2102
F A X／03－3227－1943

■教育目標と指導の重点
　人間尊重の精神を基本とし、落合第二小学校
および新宿区の児童としての自覚と誇りをも
ち、国際的視野にたつ人間の育成を目指し、次
の児童像の実現に努める。

◎深く考える子ども
◎心豊かな明るい子ども
○進んで行動できる子ども
○体を大切にする子ども

■児童会の活動

■総合的な学習の時間の取り組み

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   58 2017/07/21   14:07

◎3年生は「落合のまち 大すき！！」という活
動を行います。落合のまちを知る→調べる→
体験する→発信するという学習を通して、落
合の自然や伝統、地域の方々のすばらしさを
実感していきます。

◎4年生は、上落合東部長寿会の方々から「花
いっぱい運動」の活動を引き継いでいます。

　『上落合が花の香のただよう町としてあり続
けるように』という願いを込めて、年間2回、
春と秋に上落中通りのプランターに花を植え
る活動を行います。

◎5年生は、JA山形おきたま青年部の方々の御
指導を受け、自ら課題を解決しながら、地域
の方々と作った校内の水田で稲作体験をして
います。もみを苗床にまくところから始め、
雨水を活用した水の管理、草取り、害虫駆除
などに汗を流し、約40㎡の田んぼからたくさ
んのお米を収穫するのが目標です。

◎6年生は、キャリア学習の一環として、地域や
保護者の方を招き、働くことについて話を聞
くことを通して、「自分の将来」について考
える活動を実施します。

◎さくらんぼ、梅、びわ、柿、みかん、グレー
プフルーツ等、校庭には実のなる樹がいっぱ
いあります。1年生がさくらんぼの収穫をする
など、季節の味を楽しんでいます。

交　通／東京メトロ東西線　落合駅　徒歩4分
　　　　都営大江戸線　中井駅　徒歩5分
　　　　西武新宿線　中井駅　徒歩6分

　子どもの主体的、自発的な活動を通して、協
調性の育成と学校生活の充実と向上を図ること
を目的に、様々な活動に取り組んでいます。
「落二まつり」、「6年生を送る会」などの全校
で取り組む大きな集会があります。
　また、委員会活動は放送、環境、運動、図
書、健康、集会、代表の７つがあり、子どもが
いろいろなアイデアを出し合いながら進んで活
動に取り組んでいます。

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 若葉学級 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 6 18
児童数（計） 57 63 67 54 61 53 42 397
児童数（男） 34 32 33 30 28 27 30 214
児童数（女） 23 31 34 24 33 26 12 183
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落合第二小学校

地域に誇れる落二を目指して地域に誇れる落二を目指して

１　子どもたちの成長のために、全教職員が学び続け、一人一人がよさを
発揮しつつ、組織として一致団結する学校（チーム落二）
２　笑顔と積極的なコミュニケーションにあふれ一人一人のよさを認め合
える学校（笑顔と信頼）
３　教職員・子どもたちと共に、保護者・地域が誇れる学校（誇れる落二）

目指す学校像

一人一人がよさを発揮し、学びを楽しむ活動

知的な学び

・主体的・対話的で深い学びの実現
・問題解決型の授業や体験的な活動の充実
・学びに応じたタブレット端末の効果的な活用
・SDGｓを意識した教育の推進
・ユニバーサルデザインの視点を重視した授業
・基礎学力の定着（算数教室、放課後学習の実施）

心と体の健康

・自己健康管理と保健指導の充実
・体力の向上（新宿ギネス・パワーアップタイム等の取組）
・オリパラ推進教育（ボッチャやラグビー等の体験活動）
・特別の教科「道徳」の授業の充実
・自然・人・物・心を大切にしようとする子どもの育成
・自己発揮能力を高める「クラブ活動」「委員会活動」

協働的な人間関係

・長寿会と連携した「花いっぱい運動」「昔遊び」
・地域の方から学ぶ体験学習「染め物体験」「作物栽培」
・子どもたち主体で取り組む「あいさつ運動」
・地域協働学校と連携した「落合の里づくり」
・障害者理解教育「車いす体験」「手話の学習」
・異年齢集団による活動「縦割り班活動」
・働く人から学ぶ「キャリア教育」の推進

おちにちゃんとおちにくん
落二小マスコットキャラクター

One for all,

All for one
One for all,

All for one
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落合第三小学校22
所在地／新宿区西落合1－12－20
電　話／03－3565－0941
F A X／03－3565－0976

■教育目標と指導の重点
学校教育目標

◎みんなと仲よくする子ども

　温かな気持ちで人と関わり、友達のよさを認め協力する子

○よく考える子ども

　自分の力で柔軟に問題を解決し、思いや考えを発信する子

○一生けんめいやりとげる子ども

　意欲をもってチャレンジし、結果に責任をもとうとする子

指導の重点

① ｢徳｣｢知｣｢体」をバランスよく育て、新宿の未来を担う子

どもを育てます。

★ 相手を思いやり、友達と協力しながら最後までやりと

げるよう励まします。

② 教育の不易の部分である、礼儀やマナー、相手や集団を

大切にできるようにします。

★ 時と場に応じた話し方や行動、感謝の気持ちなどを意

識できるようにします。

③ 一人一台端末を活用し、主体的・対話的で深い学びを実現

します。

★ 子どもたちが、自分の思いや考えをもち、伝え合うこ

とで学ぶ力を高めます。 

④ 保護者との協働、地域関係機関等との連携を通して多くの

人が関わって子どもを育てます。

★ 大人も互いに関わり学び合い、協働する中で新たな発

見をしていくことを目指します。

■児童会の活動
　子どもが自分たちの学校生活を向上させようと、主体的に
問題を解決することができるよう支援し

○委員会活動

■総合的な学習の時間の取り組み

○ 「探究」と「協働」をキーワードに、「課題設定力」「課題

解決力」「コミュニケーションの力」「表現力」を育み、学

習したことを生活に生かすことができるようにします。

○ 課題について考えるとき

○ 地域教材の開発を行い、地域に学び、地域を愛し、地域に

貢献する子どもを育てます。

、「比べて考える」「分類して考える」

「関連付けて考える」「置き換えて考える」ようにできる子

どもを育てます。

、自主性と社会性を

養い、個性の伸長を図ります。

○身も心もすこやかな子ども

　自らを高めようという志、感謝・感動する心をもった子

交　通／都営大江戸線　落合南長崎駅下車　徒歩5分

・ 5、6年生全員で、毎月第一週の火曜日に活動しています。

開校95周年記念集会や1年生を迎える会、6年生を送る

会、日々の当番活動とその振り返りを行い、よりよい学校

を目指しています。

○学びの交流

・ 異学年間で、様々な学びで交流をしています。

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 57 52 50 57 56 68 340
児童数（男） 32 20 26 27 23 36 164
児童数（女） 25 32 24 30 33 32 176
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落合第三小学校

地域とともに歩んできた落合第三小学校の95年の歴史と伝統を継承し、地域を
愛し、未来を担う子どもの育成に努めていきます。

『愛情と信頼  笑顔あふれる
やっちゃえ　ＯＣＨＩＳＡＮ』

徳
体

知

 

・相手の立場で考える
・誰とでもうまくやっていく
・新しいことに挑戦する
・失敗してもくじけない

地域総がかりの教育

落合第三
小学校

地域

保護者

子供

教職員

◎みんなと仲よくする子ども
学力向上

体力向上

こころとからだの教育の関連

特別活動
各教科等

情操教育
音楽・図画工作

読書活動・金管クラブ
伝統文化理解

地域との
かかわり

コオーディネーション
トレーニング

心と体をつなぐふれあい

美しいものへの憧れ

実践化

道徳

子どもの内面を育てる

子ども

地域に学び、地域に愛着をもち、地域に
貢献しようとする子どもを育てる

ともに育ち合う
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■教育目標
　人間尊重の精神を基盤として、広く世界の平和と人

で、情操豊

　⑴　みずから学ぶ　たしかな知識
　⑵　進んでつくる　じょうぶなからだ
　⑶　責任はたして　はたらく喜び
　⑷　心を合わせて　楽しいくらし

■指導の重点

■児童会の活動
◎  全校の遊び（年間8回、班ごとに遊ぶ）
赤十字募金

◎ 開校記念児童集会、パフォーマンス集会、6年生との
お別れ会

落合第四小学校23
所在地／新宿区下落合2－9－34
電　話／03－3565－0942
F A X／03－3565－0979

類の幸福に貢献し得る、心身ともに健やか
かな実践力のある人間を育成する。

・ ICT をツールとした GIGA スクール構想に基づいた
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図る。
・授業改善推進プランに基づき、基礎基本の定着、主
体的な学習活動の充実、指導方法、支援の工夫・改善、
チームティーチング・少人数指導など指導体制の工夫、
指導と評価の一体化を重点に主体的・対話的で深い
学びを実現する。

◎クラブ活動　グランドスポーツ、バドミントン、バスケ
ットボール、ラケット、ダンス、パソコン、科学、アート
・マンガ、ボードゲーム

交　通／JR山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線　高田馬場駅8分

たてわり班活動

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 3 3 2 3 2 2 15
児童数（計） 89 73 66 80 54 73 435
児童数（男） 52 33 33 51 26 37 232
児童数（女） 37 40 33 29 28 36 203

■総合的な学習の時間の取り組み
・落合の自然、文化・行事とそこに関わる人々をテー

マに、スクールコーディネーターを通して、地域の

人材を生かした取組みを行う。

・総合的な学習の時間の充実を図るため、各教科・道

徳・特別活動の内容との関連を明らかにし、「児童

が教科横断的に、思考、判断、表現する力を身に付

けられるように工夫をする。」

・評価規準に基づいた評価計画にしたがって、児童一

人一人の課題の達成状況や学習の伸びを的確に把握

する。

・各学年の活動内容

　3年	 ・落合たんけん隊

	 ・落合まちづくり隊

　4年	 ・共にくらし、共に楽しむ

	 ・チャレンジ！地域に伝わるもの

　5年	 ・ゴミゼロチャレンジ

	 ・落合リサーチ探偵団

　6年	 ・よりよい明日に向けて

	 ・みんなでつくるよりよい世界 －SDGs－

■教育目標
人間尊重の精神を基盤として、広く世界の平和と人

類の幸福に貢献し得る、心身ともに健やかで、情操豊

かな実践力のある人間を育成する。

⑴　みずから学ぶ　確かな知識

⑵　すすんでつくる　じょうぶな体

⑶　責任はたして　はたらく喜び

⑷　心を合わせて　楽しいくらし

■指導の重点
・ICT をツールとした GIGA スクール構想に基づいた

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図る。

・学力向上のための重点プランに基づき、基礎基本の

定着、主体的な学習活動の充実、指導方法、支援の

工夫・改善、チームティーチング・少人数指導など

指導体制の工夫、指導と評価の一体化を重点に主体

的・対話的で深い学びを実現する。

■児童会の活動
◎たてわり班活動　全校の遊び（年間8回、班ごとに遊ぶ）

赤十字募金

◎開校記念児童集会、パフォーマンス集会、6年生との

お別れ会

◎クラブ活動　グランドスポーツ、バスケットボール、

ラケット、ダンス、科学、アート、ボードゲーム、

手芸
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落合第四小学校

◎みずから学ぶ　確かな知識
○すすんでつくる　じょうぶな体
○責任はたして　はたらく喜び
○心を合わせて　楽しいくらし

教育目標

全ての子供たちの可能性を引き出す学校

豊かな心の育成・多様性

主体的・対話的で深い学び
◆「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実
　させながら「主体的・対話的で深い学び」の視点からの
　授業改善
◆ 教科横断的な学びを生かした振り返り活動と評価の充実
◆ ＧＩＧＡスクール構想の推進とＩＣＴの効果的な活用
◆ 教科担任制の推進
◆ 放課後学習支援「落四塾」

◆ 特別支援教育の推進
　　（巡回指導員との連携・副籍交流）
◆ あいさつ運動
◆ 併設幼稚園との連携・交流
◆ 防災教育の推進
◆ 読書活動の推進
◆ 食育指導（食育の日）

◆「地域協働学校」としての、様々な学校支援活動の充実
◆ 緑豊かな校庭や地域での学習
◆「おとめ山公園」の自然等を生かした環境学習
◆ 伝統文化を生かした学習
◆「全校の遊び」全学年たてわり班
◆ 隣接中学校・近隣小学校との連携

地域でつながる落四小
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落合第五小学校24
所在地／新宿区上落合3－1－6
電　話／03－3227－2103
F A X／03－3227－1945
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交　通／西武新宿線　中井駅下車　徒歩3分
 都営大江戸線　中井駅（A2出口）下車　徒歩4分
 東京メトロ東西線　落合駅下車　徒歩7分

■教育目標と指導の重点
　人間尊重の精神を基本に、人格の完成を目指し、平
和な国家社会の形成者として広く国際社会で信頼と尊
敬を得られる、心身ともに健康で人間性豊かな日本人
を育成するために、次の目標を定める。

☆進んで考える子
☆明るく思いやりのある子
☆強くたくましい子

・各教科  基礎的・基本的な内容を重視し、基礎学
力の定着を図る。

  体験的な学習を取り入れ、主体的な学習
態度や表現力・思考力を培う。

・道徳  指導の工夫を通して、内面に根ざした道
徳性を身に付けさせる。

・外国語活動  第5・6学年が年間70時間、第3・4学
年が35時間の外国語活動を行うことで、
コミュニケーション能力の素地を養う。
その際、ALTと連携し、より実践的な活
動を行うことで指導の充実を図る。

・特別活動  集団の一員としての自覚を深め、よりよ
い生活を築こうとする意欲と態度を育て
る。

■児童会の活動
・ 5年生以上からなる委員会で、各種行事や活動（ゲ
ーム集会・かがやき集会・音楽朝会　他）を計画・
実施し、変化に富んだ、楽しい学校生活を目指して
いる。

・ 異学年縦割り集団による「かがやき集会」で、遊び
を中心とした活動をしたり、一緒に給食を食べたり
している。全校遠足でも異学年交流が実施され、学
年相互の思いやりの心が育っている。更に、年間を

■総合的な学習の時間の取り組み
　本校では、地域の人材を活用して、地域の自然や歴
史・文化、特に伝統工芸などを生かす体験活動や触れ
合いを重視し、地域に学び共に生きていこうとする態
度の育成を図っている。

  3年：大豆の大変身
　中井・落合たんけんたい

  染め物にチャレンジ
4年：地域安全マップをつくろう
  福祉って何だろう

通して学校全体で取り組んでいるあいさつ運動で
も、かがやき班（縦割り班活動）の上学年が下学
年のよい手本となり、あいさつの響き合う落五小
を目指している。

5年：まいトライ（米作り） 
  妙正寺川ウォッチング

6年生からの伝統を受け継ごう
6年：レッツ日光
  よりよい町に
  伝統を引き継いで

※ 他にもいろいろな体験活動を通し課題解決力を身に
付ける学習を展開している。

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 1 2 1 2 2 1 9
児童数（計） 34 51 33 44 41 23 226
児童数（男） 18 23 10 20 23 10 104
児童数（女） 16 28 23 24 18 13 122
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落合第五小学校

地域を生かした体験学習

子ども園等との交流

確かな学力の向上

子ども園等との交流

　隣接のおちごなかい子ども園と連携して
います。児童と園児の楽しい交流活動を行っ
ています。

確かな学力の向上 読書活動の充実
　学年ごとに読書目標や課題図書を設定し、
図書館スタッフや図書館支援員も積極的に活
用しています。また、朝読書や図書の時間を
充実させ、年2回の読書週間や教師や子供同
士による読み聞かせなども行っています。

読書活動の充実

　地域のまちや公園、妙正寺川などを探検
したり、地域に伝わる伝統文化（染め物など）
を体験したり、地域の人から昔遊びや昔の
町の様子などを学んだりしています。

　まなびの教室での巡回指導や、特別支援
教室専門員、特別支援教育推進員による支
援体制など、教員と連携を取りながら特別
支援教育の充実を図っています。

地域を生かした体験学習

体力・運動能力の向上体力・運動能力の向上

異学年活動…縦割り班活動異学年活動…縦割り班活動

特別支援教育の充実特別支援教育の充実

　全校で縦割り班を編成し、月1回の「かが
やき集会」、全校遠足、体力テスト等、年間
を通して継続的に活動しています。

保健・食育指導の充実

　年間の指導計画を作成し、養護教諭や栄
養士が担任と協力しながら保健指導や食育
指導に取り組んでいます。

保健・食育指導の充実
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毎学期、落五スポーツ週間を設け、全校
で縄跳びや持久走等に取り組んでいます。
さらに体力テストの調査結果を活用し、
1年を通して、運動に親しみながら体力向上
を目指します。

　3年生以上は週2回の朝モジュール（授業に
カウントする朝学習）の時間に国語を行い、1・2
年生は週3回の朝学習の時間に国語や算数、
読書を行い、基礎基本の徹底を図っていきます。
チームティーチングによる指導を充実させ、個
に応じたきめ細かい指導を行っています。
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落合第六小学校25
所在地／新宿区西落合4－11－ 21
電　話／ 03－ 3565－ 0943
F A X／ 03－ 3565－ 0985
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交　通／西武池袋線　東長崎駅　徒歩8分
　　　　都営大江戸線　落合南長崎駅　徒歩13分

66

▲学校ホームページ

■教育目標と指導の重点
　人間尊重の精神に基づき、国際社会に貢献できる
心豊かな日本人の育成を目指す。
• 明るい子…………人格を尊重し合い、
	 社会性豊かな子どもの育成
• たくましい子……心身ともに健康で、
	 ねばり強く行動する子どもの育成
• 考える子…………ものごとを深く考え、
	 自主的に行動する子どもの育成

－明るい子の育成－（人権尊重・社会性）
○人権の尊重　　○道徳教育の充実
○いじめ防止への取組
○国際性豊かな日本人の育成
○「心をつかう」「心を配る」指導の徹底
○近隣保育園・幼稚園・子ども園・中学校等との連携
○教育相談活動の充実
○礼儀正しく規律ある生活の励行

－たくましい子の育成－(心身の健康・粘り強さ)
○体力向上の取組
○体育科の授業の充実
○食に関する指導の充実
○落六小の植物や樹木の活用
○保健指導の充実
○早寝、早起き、朝ごはんの励行

－考える子の育成－（これからの社会につながる学力の育成）
○個に応じた学習支援
 （国語・算数のコース別学習）
○ミーティングボード、タブレット端末の有効活用
○深い学び、対話的な学び、主体的な学び
 • アクティブ・ラーニング等を活用した授業
○地域、社会問題、職業などこれからの社会を見据えた体験

と学びの充実
○伝統文化と心に触れる学習の展開

■児童会の活動
５・６年生が中心となり、学校行事を通して自主的、自

発的な活動を行う。学校生活の充実と向上を図ると共に、
異年齢集団の交流を深め連帯感を育成する。
• 集会、体育学習発表会等、児童による企画と運営
• 児童集会や縦割り班遊び等を行う。
• 体育学習発表会等のスローガンやマスコットを募集した

り、地域の方々へ案内状を届けたりする。
• １年生を迎える会、６年生を送る会を企画・立案し、実施

する。

■総合的な学習の時間等の取組
体験的な活動や問題解決的な学習を中心に自ら課題に気

付き、解決する力を伸ばす。
○全学年を通して
　「おちろくＤＡＳＨ」
　　　縦割り型創造活動
○各学年のテーマ学習として

《３年》落合のすてきを見つけよう
《４年》染に学ぶ
《５年》落六の伝統を受け継ごう
　　　　女神湖についてまとめよう
《６年》専門家に学ぶプロフェッショナル
　　　　伊那についてまとめよう

■コミュニケーション能力を育てる
―外国語活動ほか様々な地域等との連携―
• 染め物、茶の湯、落語、日本舞踊、琴演奏、オーケストラ等
　日本の伝統文化に親しむ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 48 36 52 39 48 50 273
児童数（男） 29 16 24 21 30 31 151
児童数（女） 19 20 28 18 18 19 122
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落合第六小学校

2017/07/21   14:07

確かな学力

健全な身体

社会性と人間性

ようこそ落合第六小学校へ
・本校は、新宿の北西の閑静な住宅街と豊かな
緑の台地に位置し、落ち着いた教育環境の中
で『開校66周年』を迎えます。
・自立して、これからの社会をたくま
しく生きる人づくりを目指します。

○基礎・基本の定着を図る指導の徹底
・個に応じた指導　算数・国語のコース別指導
・まなびの教室等、特別支援教育の推進　１人１台タブレット端末の活用
○学びの基礎となる力の確立
・学習規律の徹底　　・関心・意欲を大切にした指導
・「思考力・判断力・表現力」の育成
○主体的で対話的な深い学び
・グラフィック・レコーディングの活用
・自律して学び続ける人材の育成
○本物の体験と結びついた学び
・体験型学習の充実、おちろくDASHの取組
・ＩＣＴ機器を活用した学習の「見える化」「効率化」

○運動能力の向上
・体育授業の充実　　・体育集会　・外部講師の活用
○自分の健康を考え、体を鍛える
・健康的な生活習慣　・運動の日常化　・体力テストの結果活用
○食育の推進
・食べ物に対する正しい認識と感謝　・望ましい食習慣
・農家やシェフなどプロフェッショナルに学ぶ学習
○安全に対する意識と指導
・自他の命を大切にする　・交通安全　・防災教育　・生活安全

○コミュニケーション能力の向上
・挨拶の徹底 ・縦割り活動 ・おちろく班遠足の企画
・みんなで学ぶ学習 ・さまざまな人と触れ合う機会
○特別活動の充実（自治意識の向上）
・子どもが主役の学校行事 ・クラブ活動 ・委員会活動 ・おちろく班
○豊かな心の育成
・特別支援教育の充実（特別支援教育推進員やスクールカウンセラー
等、多彩な職員で連携）
・「特別の教科 道徳」の時間の充実　・豊かな体験や人とのかかわり
○「基本的な生活ルール」「社会のルール」の徹底
・規範意識の向上　・いじめを許さない、見逃さない
○人にやさしく接する心の醸成
・相手を思いやる想像力　・さまざまな価値観との共存理解

○確かな学力を付ける学校
○人間性豊かな優しさを育む学校
○規律と自主性を育む学校
○安心・安全な学校

子どもが主役の「落六小」

子どもにとって　通ってよかった落六小
保護者にとって　通わせてよかった落六小
地域にとって　　地域が誇れる落六小

おちろくちゃん
（本校のシンボルキャラクターです。）
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 1 年 2 年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数
児童数（男）
児童数（女）
児童数（計）

淀橋第四小学校26
所在地／新宿区北新宿3－17－1
電　話／03－3227－2105
F A X／03－3227－1946

教職員等の数／合計　36名
校長／1名　副校長／1名　主幹教諭／2名　主任教諭／3名　主任養護教諭／1名　教諭／11名　事務主任／1名
栄養士／1名　用務／3名　スクールカウンセラー／2名　学習指導支援員／2名　特別支援教室専門員／1名
学童擁護員／4名　安全管理員／3名

 2 2 2 2 2 2 12
 32 26 25 34 28 38 183
 23 35 22 34 16 16 146
 55 61 47 68 44 54 329

H30年度_新宿区小学校学校案内_CS6.indd   68 2017/07/21   14:07

交　通／JR総武線　大久保駅・東中野駅　徒歩8分

▲学校ホームページ

68

■教育目標と指導の重点
　人権尊重の精神をもとに、児童一人一人を生かし、
心身ともに健やかで、自主的精神に満ち、広く国際社
会に貢献できる児童の育成を目指し、以下の児童像を
掲げ、学校運営を推進する。
○助けあう子ども
◎考える子ども
○やりぬく子ども
◎じょうぶな子ども

○チームティーチングや少人数学習指導の充実を通し
て、児童一人一人の個性や能力を生かした指導を進
め、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。

○学び方を学ぶ学習、問題解決的な学習や体験的な活
動を充実させ、思考力、判断力、表現力を養い、主
体的に学ぶ力を育成する。

○「道徳授業地区公開講座」を充実させ、家庭・地域
と連携して心の教育を推進する。

〇淀四キッズ（縦割り班活動）等の異学年交流や保幼
子中（特に併設幼稚園）との連携を通した思いやり
や助け合いの心の育成を図る。

〇令和５・６年度新宿区教育課題研究校として、体育
科を中心に、適切に表現する力を育成する。日常的
に運動する環境を整え、無理なく持続的に、身体を
動かすことを楽しみながら「基礎体力の向上」を図
る。

■児童会の活動
○集会
「1 年生を迎える会」（1 学期）、「感謝の会」（2 学期）、
「6 年生を送る会」（3 学期）等、児童の創意工夫を

いかした活動を行っています。
○淀四キッズ

全学年で縦割班のグループをつくり、縦割班遊びや
縦割班による清掃活動をします。遊ぶ内容はリー
ダーの高学年が中心になり考えます。

○全校清掃活動
春と秋に学校内外の清掃を全校で行っています。

■総合的な学習の時間の取り組み
　地域との交流や地域の人材、歴史、文化を生かし
た、体験的な学習やプログラミング学習を積極的に取
り入れています。
3年生
「プログラミングにチャレンジ」
「だいすき　よどばし　わたしたちの町」
「他国の文化を調べよう」
4年生
「内藤とうがらし復活プロジェクト」
「だれもが関わり合えるように」
「プログラミングにチャレンジ」
「外国の文化にふれよう」
5年生
「プログラミングの考え方を学ぼう」
「国際交流（オリパラ）」
「環境について考えよう」
6年生
「プログラミングを活用しよう」
「国際交流（オリパラ）」
「新宿の町　日光の町」
「大震災から学ぶ」
「よりよい未来に向けて」
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 3 2 2 13
児童数（計） 47 58 63 75 41 64 348
児童数（男） 27 27 31 37 25 31 178
児童数（女） 20 31 32 38 16 33 170
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淀橋第四小学校

☆「楽しく、力のつく」学習環境・学習指導の推進☆
 

☆特別支援教育の充実☆

☆地域との連携☆

☆「確かな学力」の定着☆

目　指　す　学　校

特色ある教育活動

2017/07/21   14:07

子ども一人一人が自らのよさを実感し、
自らの可能性を拡げていける学校

〇ユニバーサルデザインの視点を取り入れ、全ての子どもが落ち着いて学
習に向かうことのできる教室環境をつくっています。

〇「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図ったり、プロ
グラミング的思考を取り入れた学習を行ったりしています。

○令和５・６年度新宿区教育委員会教育課題研究校として校内研究（園内
研究）において、「基礎体力の向上」をテーマにして様々な取組を併設幼
稚園とともに実践しています。淀四ギネス（スポーツギネス新宿）や縄
跳び、マラソン等の取組を月間で行ったり、コオーディネーショントレ
ーニングに全校で取り組んだりして、運動を楽しむことを第一にして、
基礎体力づくりの習慣化を図っています。

〇「ベーシックタイム」や「チャレンジタイム」、放課後学習（淀四スタディ）
を行い、基礎的・基本的な学習内容の定着を図っています。
〇朝の読書タイムに、全教員・図書ボランティアによる「読み聞かせ」の活動
を行っています。
〇全学級において算数のチームティーチングや少人数指導を行ったり、一人１
台タブレット端末のデジタルドリルを活用したりして、一人一人に適した指
導を充実させています。

〇幼稚園との連携教育として、併設幼稚園との合同遠足や生活科交流、運動
会や学芸会を行っています。諸活動を通して思いやりの心を育てます。

〇金管バンド、和太鼓クラブ、邦楽教室等の音楽・表現活動を通して豊かな
心を育てます。また、スクールコーディネーターと連携し、地域の方々を
講師に招いて教わる等、充実した活動を行っています。

〇特別支援コーディネーターや、都・区スクールカウンセラーが子ども
一人一人に寄り添った相談ができるよう心がけています。
○「まなびの教室」（特別支援教室）等と連携し、全教職員が組織的に
一人一人の子どもを見守ります。

〇地域協働学校として、地域に根ざした教育活動を行っています。始業
前の朝遊びや漢字検定・算数検定・英検Ｊｒ、花壇や池、ビオトープ
の整備等を通して子どもたちの豊かな学び、体力の向上をサポートし
ます。
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柏木小学校27
所在地／新宿区北新宿2－11－1
電　話／03－3227－2104
F A X／03－3227－2312

■教育目標と指導の重点
教育目標

委員会活動

⑴  様々な共同・協同・協働による心豊かな児童の育成
　・特別支援学級と通常学級の交流
　・異学年・子ども園・特別支援学校などとの交流
　・規範意識の向上
⑵ 日常的な授業改善による確かな学力の定着・向上　
　・思考力・判断力・表現力の育成
　・学習規律の徹底
⑶  組織的・計画的な学校運営による教育活動の充実

■児童会の活動

たてわり班活動

■総合的な学習の時間の取り組み
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　　人間尊重の精神に基づいて自他の生命
を尊び、心身ともに健康で、知性と感性に富み、生涯
にわたって学び続け、郷土を愛する心と国際感覚をそ
なえた児童の育成を目指し、次の目標を設定する。

交　通／JR総武線　大久保駅　徒歩10分
　　　　東京メトロ丸ノ内線・都営大江戸線　中野坂上駅　徒歩10分

○よく考える子…自ら思考判断し、適切に表現する児
童の育成

○思いやりのある子…自分を大切にすると共に相手も
大切にすることのできる児童の
育成

○体をきたえる子…運動の楽しさを実感し、すすんで
体力向上に努める児童の育成

たてわり班活動は、児童相互のかかわりや異学年の
人間関係作りを目的とした、全学年混合の異年齢・小
集団での活動です。たてわり班活動を通して、普段あ
まりかかわりのない児童同士が、よりよい人間関係を
築こうとする自主的・社会的な態度を育てます。
6年生が中心となって計画を立てます。具体的な活

動としては「顔合わせ自己紹介」「たてわり班遊び」「読
み聞かせ」「長なわ練習」などを、毎月1回行う予定です。

・全教職員で全児童を指導する、「チーム柏木」
・３年生以上における、「教科担任制」「コース別
学習」による指導体制の充実

代表委員会をはじめ、全８委員会で学校をよりよく
していく活動を自主的に行っています。

各教科等で身に付けた知識や技能を学年の発達段階
に応じて生かし、学習できるようにします。そして、
児童が自分で課題を見付け、課題解決に向けて自分な
りの方法で探求し、自信をもって発表できるようにし
ています。
また、これからの社会や地域や学校の現状を鑑み、

取り組んでみたい課題や期待する社会に向けた願いを
課題として、見通しをもってカリキュラムを柔軟に編
成します。特に２学期から、３年生以上で取り組みた
い課題の解決に向けて縦割りで臨む「柏木ライブ」（起
業型探求プロジェクト）の時間を創設し、社会とつな
がり、将来の展望を開くカリキュラムをつくり、地域
や保護者の協力のもと展開する計画を立てています。

本年度の重点目標

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 柏葉学級 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 3 15
児童数（計） 61 49 54 50 42 63 23 342
児童数（男） 33 28 31 24 28 25 13 182
児童数（女） 28 21 23 26 14 38 10 160
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柏木小学校

 様々な活動を通して、
豊かな心を育てる教育活動 

 一人一人の教育ニーズに応じた
　　　　　　　　　特別支援教育の推進

 いきいきとした授業を創造し、
　　　　　　　確かな学力を育む指導

 全職員で連携を取り合って進める、
　　　　　　　　健康づくりと安全指導

2017/07/21   14:07

様々な人との交流や自然とのかかわりを通し
て、心豊かな児童を育成します。
〇たてわり班での異学年交流、子ども園・保
育園との交流

〇人生の冒険家から学ぶ「まなびのマルシェ」
〇地元町会と協働して行う地域清掃活動

全ての教員・スクールカウンセラー・支援員など、
多彩な職員が連携して指導にあたります。
〇校内委員会と連携した教育相談の充実
〇オリンピック・パラリンピック教育をレガシー
として引き継ぐ、「健やかな心と身体の育成」

〇いじめなど今日的課題に対する「かし輪ネット
委員会」

日々の授業を大切にし、児童の自主的な学びを
促すための工夫・改善を続けていきます。
〇「教え」から「学び」への授業改革
〇３年生以上での教科担任制による指導の推進
〇GIGAスクール構想実現に向けた教育用タブ
レット端末を活用した授業の充実　

児童の実態や発達段階、特性などに応じて適切な
指導・支援を行い、児童のよさや可能性を伸ばし
ます。
〇特別支援学級（柏葉学級）における特別支援教
育の推進

〇通常学級における特別支援教育の推進
〇特別支援学級と通常学級の交流

柏木小が大切にしていること柏木小が大切にしていること柏木小が大切にしていること
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総計

西新宿小学校28
所在地／新宿区西新宿4－35－5
電　話／03－3373－6031
F A X／03－3299－7780

1名
1名

9
132
118
250

2017/07/21   14:07

交　通／都営大江戸線　都庁前駅　西新宿5丁目駅
 京王新線　初台駅　徒歩8分

72

▲学校ホームページ

■教育目標と指導の重点
　人間尊重の精神を根幹とし、国際社会において信
頼され主体的で人間性豊かな児童を育成するため、
次の目標を定める。
◎進んで考える子（重点目標）
◦思いやりのある子
◦心と体をきたえる子

〈本年度の基本的な方針〉
◦ 4・5・6 年生を対象に興味・関心に応じた学習の

機会を設定し（「プロジェクト学習」）、地域の企業・
専門学校等と連携した指導を行うことで、児童主
体の豊かな学びの実現を目指す。
◦ICTを効果的に活用した分かる授業を展開するため

に、指導力の向上に向けた研修に努める。
◦多様性尊重・よりよい人間関係の構築の実践によ

り、あらゆる偏見や差別の解消を目指す。
◦芸術的活動や読書活動、ボランティア活動等を通
　じて、豊かな情操を身に付けた児童の育成を図る。
◦道徳科の時間を核とした「こころの教育」を推進し、

思いやりと規則遵守の態度を身に付けた児童を育
てる。
◦授業規律の確立を図り、基礎的知識・技能の習得

をするとともに課題を見付け、探究する児童を育
成する。
◦児童の個性や興味・関心を生かし、個別最適な学

びが進むように授業の工夫改善を図るとともに、
少人数指導、学習指導支援員の活用を図る。

◦日常のあいさつの励行により、豊かな人間性とモラ
ルを備えた社会人として成長できるよう、生活指導
を充実させる。

■児童会の活動
○１年から6年までを12の班に編成し、学期に1回、

遊びや集会での交流を行う。
○新宿中央公園の清掃活動等のボランティア活動を

行う。
○ユニセフ等の募金活動を行う。

■総合的な学習の時間の取り組み
○体験的な活動や地域の人材を生かした活動を重視し、

地域教材の開発、学習活動の工夫や支援の在り方な
どの改善を通して生きる力をはぐくむとともに、そ
の活動の成果を教育活動全般及び地域貢献につなげ
ていく。

○４〜６年生は自分の関心のあるテーマを個人で探究
する「テーマ学習」を行う。
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数（計） 52 56 56 62 46 56 328
児童数（男） 31 25 30 31 24 27 168
児童数（女） 21 31 26 31 22 29 160

　西新宿小学校については、今後の通学区域内の児童数の増加見込みに対応するた
め、校舎棟の増築工事を予定しています。
　校庭の一部に4階建ての校舎を増築する予定ですので、工事の進捗状況によって
は、騒音等が生じる場合があります。工事施工事業者との調整を密に行いながら、お
子様の教育環境の確保を図ってまいりますので、ご理解・ご協力を賜りますよう、よ
ろしくお願いいたします。

【予定】
令和６年８月～令和８年３月　増築校舎工事
令和８年４月～　　　　　　　増築校舎利用開始
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西新宿小学校
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＜目指す学校＞ 

 
 

 

  

 
 

 

（令和6年度　地域協働学校のテーマ）

『地域のみんなで育てる教育』

「世界と出会うワンダーランド」

地域協働学校運営協議会を生かした活動の推進と積極的な情報発信

～地域とともに児童の主体的な学びをサポートする学校～

全ての活動で児童が主体的に取り組む教育の創造

『「学び」を子どもの手に』　～児童主体の学習～
・CDT（観点別学力到達度診）の実施
・地域の企業などと連携した体験学習（プロジェクト西新宿）の実施
・出前授業や出張授業等の積極的な導入
・全校で一斉に取り組む「○○の日」〈環境（6月）国際理解（12月）
　ボランティア（2月）〉
・ICT（タブレット、大型ディスプレイ）の効果的な活用
・副担任の配置を含めた学年担任制
・1年ごとの学級編制替えなどによる児童の幅広い人間関係の構築
・4・5・6年生を対象とした探究型学習の導入（テーマ学習）
・一人一人の特性に応じた学び方による指導支援（特別支援教育の推進）

『自分たちの手で決める』
～学校のルールの見直し～

・児童のみで行う「ロング避難訓練」
・スポーツフェスティバルにおける
個人種目の選択制

・始業前の「朝遊び」の実施

『みんなで育てる』
～学校の「社会化」～

・ 実行委員会による学校行事
（西新宿スポーツフェスティバ
ル等）

・「学校ツアー」の実施
・年2回の個人面談
・放課後学習支援の実施
・保護者のニーズに応じた相談会
・保護者・地域対象の学習講座
開設
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西戸山小学校29
所在地／新宿区百人町4－2－1
電　話／03－3227－2107
F A X／03－3227－2310

■教育目標

■児童会の活動

 

 

　　
　　  

　
　
　
　

■総合的な学習の時間の取り組み

○なかよし班活動（ポプラ集会）
・1～6年で縦割り班を編成し、年間を通して異学年交流を
行っている。
○全校児童集会活動
・月1回程度、児童集会を設け、楽しい一時を過ごしている。
○ロングの児童集会
・1年生を迎える会（4月）
・6年生を送る会（2月）
○委員会活動（5・6年全員参加）
・代表（4年生も含む）
　ユネスコ、園芸、放送、集会、図書、健康、運動、給食
○なかま・感動・本物を体験する学校行事
・入学式、卒業式  ・エンジョイ体育DAY、学芸会、音楽会
・6年：館山移動教室、5年：女神湖移動教室　　　

〔目標〕探究的な見方・考え方を働かせ、地域の「人・もの・
こと」を生かした横断的・総合的な学習の時間を行う
ことを通して、友達や地域の人とともによりよく課題を
解決し、自己の生き方を見つめ、未来を考えていくた
めの資質・能力を育成することを以下の通り目指す。
◎実社会・実生活で活用できる知識及び技能
探究的な学習の課題において、課題の解決に必要な知
識・技能を身に付け、概念的知識にまで高め、実社会・
実生活で活用できるものとして獲得できるようにする。
◎実社会・実生活で活用できる思考力、判断力、表現力等
実社会や実生活の中から問いを見いだし、自ら課題を
見つけ、自ら考えて判断し、よりよく問題を解決できる
ようにする。
◎学びに向かう力、思いやりのある人間性等
他者との関わりを通して、自分の考えを深め、広げるこ
との尊さを理解し、よりよい未来を拓く一員として地
域・社会に参画しようとする態度を養う。

〔各学年が取り組む探究課題〕
○町づくりや地域活性化のための取組例
【防災】地域防災訓練【町の伝統文化】百人町鉄砲隊
○地域の伝統文化
【食】百人町草花隊　内藤とうがらし
【伝統文化】手描き友禅
○身の回りの高齢者や障害者
【福祉】新宿区社会福祉協議会　盲導犬　聴導犬
　　　　ブラインドサッカー　アイメイト
○外国の文化や価値観
【国際理解】身近な外国人との交流
【自国文化】一斉書写指導　俳句　茶道体験

人間尊重の精神に基づき、国際社会を視野に入れ、
高い志をもち感性豊かで主体的に行動できる人間の育
成をめざし、次の4本の柱を設定し推進する。
〇明るい子（徳）〔人間性、社会性、多様性〕
・「豊かな感性」、「規範意識・礼儀」、「郷土愛」、「福祉・協
働の精神」、「望ましい勤労観・職業観」

〇学べる子（知）〔学び方等の基礎・基本〕
・「基礎的・汎用的スキル」、「基礎的言語能力」、「読解力」、
「コミュニケーション能力」

〇考える子（知）〔論理性、創造性〕
・「情報活用能力」、「論理的思考力・多面的思考力」、「豊
かな表現力」

〇たくましい子（体）〔（心）行動力、忍耐力〕〔（体）健康な体〕
・「チャレンジ精神」、「自己肯定感」、「粘り強さ」、「基礎体
力」、「防衛体力」

交　通／JR山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線　高田馬場駅
　　　　JR山手線　新大久保駅
　　　　JR総武線　大久保駅

74

▲学校ホームページ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 総計
学級数 3 3 2 2 3 2 15
児童数（計） 72 77 70 69 82 69 439
児童数（男） 39 33 39 40 41 40 232
児童数（女） 33 44 31 29 41 29 207
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西戸山小学校
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教育活動の共通イメージ

うごかせ、こころとからだ

柱２　豊かな心の育成

（１）異学年交流
　　　ポプラ集会等での縦割り班活動
（２）あいさつ運動
（３）百人町草花隊

柱1　確かな学力の向上

（１）言葉にこだわり、言葉を大切にする
・辞書引き活動の推進
・図書ボランティアによる読み聞かせ
・俳句作り（全学年）

（２）論理的思考力を育てる
　　低学年からのプログラミング教育の推進

（１）特別支援教育の推進
特別支援コーディネーター、
特別支援教室専門員、
まなびの教室巡回教員との
連携

（２）児童理解
Hyper-QUを
低学年から実施

（３）日本語指導
・日本語初期指導との連携
・日本語加配教員による個別
指導

柱３　健やかな体の育成 柱４　地域と共に学ぶ学校 特別支援教育の推進
児童理解・日本語指導

（１）体育的行事
・スポーツギネス新宿
・マラソン月間
・なわ跳び月間

（２）食育指導
　　１月の学校給食週間

西戸山小の特色ある教育活動

地域やＰＴＡと連携した取組
・一斉書写指導
・パネルシアター・朗読会
・茶道体験
・内藤とうがらしの栽培
・つながりフェスタ
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小学校通学区域図

❶ 津久戸小学校
❷ 江戸川小学校
❸ 市谷小学校
❹ 愛日小学校 
❺ 早稲田小学校
❻ 鶴巻小学校
❼ 牛込仲之小学校
❽ 富久小学校
❾ 余丁町小学校
 東戸山小学校

11 四谷小学校
12 四谷第六小学校
13 花園小学校
14 大久保小学校
15 天神小学校

16 戸山小学校
17 戸塚第一小学校
18 戸塚第二小学校
19 戸塚第三小学校
20 落合第一小学校
 落合第二小学校
 落合第三小学校
 落合第四小学校
 落合第五小学校
 落合第六小学校
 淀橋第四小学校
 柏木小学校
 西新宿小学校
 西戸山小学校

━━━━　小学校通学区域境界

凡 例
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通学区域の変更地域
（令和7年度より四谷小学校から花園小学校へ変更）

〔対象地域〕
・四谷四丁目2番地、3番地及び8番地から34番地まで
・富久町8番及び9番
〔対象児童〕

令和7年4月1日以降に入学（転入学及び編入学を含む。）
する児童
※指定校変更申立てにより四谷小学校に入学可能
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【小学校通学区域町名一覧】
域　区　学　通名校学

① 津久戸小学校 神楽河岸、市谷船河原町、若宮町、神楽坂一丁目、神楽坂二丁目、神楽坂三丁目、神楽坂四丁目、神楽
坂五丁目、神楽坂六丁目、津久戸町、筑土八幡町、白銀町、赤城元町、揚場町、下宮比町、新小川町

② 江戸川小学校 東五軒町、西五軒町、赤城下町、築地町、水道町、改代町、中里町、天神町（1番地から40番地まで）、
山吹町（4番地から8番地まで、258番地から270番地まで及び293番地から318番地まで）

③ 市谷小学校 南山伏町、北山伏町、市谷山伏町、市谷加賀町一丁目、市谷加賀町二丁目、二十騎町、市谷甲良町、
市谷柳町、南榎町、矢来町

④ 愛日小学校
袋町、岩戸町、箪笥町、南町、払方町、横寺町、中町、北町、細工町、納戸町、市谷八幡町、市
谷左内町、市谷鷹匠町、市谷長延寺町、市谷砂土原町一丁目、市谷砂土原町二丁目、市谷砂土原
町三丁目、市谷田町一丁目、市谷田町二丁目、市谷田町三丁目

⑤ 早稲田小学校

東榎町、榎町、弁天町、早稲田町、早稲田南町、西早稲田二丁目〔1番（1号から23号まで）〕、
喜久井町、馬場下町、天神町（41番地から85番地まで）、若松町（33番から38番まで）、原町
一丁目（1番地から13番地まで及び18番地から76番地まで）、原町二丁目（13番地から29番地
まで及び44番地から72番地まで）、原町三丁目（14番地から82番地まで及び90番地から92番
地まで）、戸山一丁目（1番から19番まで及び22番から24番まで）

⑥ 鶴巻小学校 早稲田鶴巻町、山吹町（10番地から16番地まで、21番地、25番地、81番地から131番地まで、
277番地、291番地及び331番地から366番地まで）

⑦ 牛込仲之小学校

若松町〔5番（3号から7号まで）及び6番（12号から20号まで）〕、原町一丁目（14番地から
17番地まで）、原町二丁目（1番地から12番地まで及び30番地から43番地まで）、原町三丁目（1
番地から10番地まで及び84番地から89番地まで）、市谷本村町（4番から10番まで及び42番地）、
市谷薬王寺町、市谷仲之町、住吉町〔3番（1号から8号まで及び17号から24号まで）、4番から
7番まで、8番（7号から28号まで）及び9番から15番まで〕、河田町〔1番、2番、3番（1号、
2号及び16号から54号まで）及び8番（11号から33号まで）〕

⑧ 富久小学校 市谷台町、住吉町〔3番（9号から16号まで）〕、余丁町〔4番（3号から7号まで）及び5番（1号
から5号まで及び12号から14号まで）〕、富久町（1番から7番まで及び10番から41番まで）

⑨ 余丁町小学校

河田町〔3番（3号から15号まで）、4番から7番まで、8番（1号から10号まで及び34号）及び
9番から11番まで〕、余丁町〔1番から3番まで、4番（1号、2号及び8号から23号まで）、5番（6
号から11号まで）及び6番から14番まで〕、若松町〔1番から4番まで、5番（1号及び2号）、6番（1
号から11号まで）及び7番から32番まで〕

⑩ 東戸山小学校
戸山一丁目（20番及び21番）、戸山二丁目、戸山三丁目（1番から17番まで、19番及び20番）、
大久保二丁目〔1番、2番及び3番（1号から8号まで及び14号から19号まで）〕、西早稲田二丁目
（2番）

⑪ 四谷小学校
若葉一丁目、若葉二丁目、若葉三丁目、四谷坂町、四谷本塩町、四谷三栄町、片町、荒木町、舟町、
愛住町、四谷一丁目、四谷二丁目、四谷三丁目（2番地、3番地、6番地、7番地、10番地、11番
地及び14番地）、市谷本村町（1番から3番まで）、住吉町〔1番、2番及び8番（1号から6号まで）〕

⑫ 四谷第六小学校 内藤町、大京町、信濃町、左門町、南元町、霞ヶ丘町、四谷三丁目（1番地、4番地、5番地、8番地、
9番地、12番地及び13番地）、四谷四丁目（1番地及び4番地から7番地まで）、須賀町

⑬ 花園小学校

新宿一丁目、新宿二丁目、新宿三丁目〔1番から14番まで、15番（1号から4号まで及び14号から21
号まで）、16番、17番（1号から5号まで及び19号から26号まで）、30番、31番（1号、16号及び17号）
及び32番〕、新宿四丁目、新宿五丁目〔1番から12番まで、13番（2号から4号まで）、14番（1号か
ら4号まで、12号及び13号）、15番から18番まで〕、歌舞伎町一丁目〔1番（2号から19号まで）〕
四谷四丁目（2番地、3番地及び8番地から34番地まで）、富久町（8番及び9番）
※下線住所は指定校変更申立てにより四谷小学校に入学可能
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柏木小学校

79

域　区　学　通名校学

⑭ 大久保小学校

新宿三丁目〔15番（5号から13号まで）、17番（6号から18号まで）、18番から29番まで、31番（2
号から15号まで）及び33番から38番まで〕、新宿六丁目〔27番（16号から41号まで）、28番及び29番〕、
新宿七丁目〔26番（11号から53号まで）及び27番〕、大久保一丁目（1番から15番まで）、大久保二
丁目（4番から25番まで）、歌舞伎町一丁目〔1番（1号）及び2番から30番まで〕、歌舞伎町二丁目

⑮ 天神小学校
新宿五丁目〔13番（1号及び5号から14号まで）及び14番（5号から11号まで）〕、新宿六丁目
〔1番から26番まで、27番（1号から15号まで及び42号から58号まで）〕、新宿七丁目〔1番か
ら25番まで及び26番（1号から10号まで及び54号から61号まで）〕

⑯ 戸山小学校
戸山三丁目（18番）、大久保一丁目（16番及び17番）、大久保二丁目〔3番（9号から13号まで）
及び26番から33番まで〕、大久保三丁目、百人町一丁目、百人町二丁目、西新宿七丁目〔2番（8
号から12号まで）及び3番から6番まで〕

⑰ 戸塚第一小学校
戸塚町一丁目、西早稲田一丁目、西早稲田二丁目〔1番（24号から28号まで）、3番から13番ま
で、14番（1号、2号及び21号から39号まで）及び15番〕、西早稲田三丁目〔1番から19番まで、
23番及び31番（1号から8号まで）〕

⑱ 戸塚第二小学校
高田馬場一丁目、高田馬場二丁目、西早稲田二丁目〔14番（3号から20号まで）及び16番から
21番まで〕、西早稲田三丁目〔20番から22番まで、24番から30番まで及び31番（9号から16
号まで）〕、戸山三丁目（21番）

⑲ 戸塚第三小学校 高田馬場三丁目、高田馬場四丁目、下落合一丁目（12番及び13番）

⑳ 落合第一小学校
中落合一丁目（1番から5番まで、7番から11番まで及び14番から16番まで）、中落合二丁目、中
落合三丁目、中落合四丁目〔1番から7番まで及び8番（1号から14号まで）〕、中井二丁目〔1番か
ら11番まで、13番（9号から23号まで）及び14番から16番まで〕、西落合一丁目（1番及び2番）

㉑ 落合第ニ小学校 上落合一丁目、上落合二丁目、中落合一丁目（6番、12番、13番及び17番から21番まで）、下
落合一丁目（17番）

㉒ 落合第三小学校
西落合一丁目（3番から16番まで、18番から24番まで及び30番から33番まで）、西落合二丁目
（5番から10番まで及び18番から25番まで）、西落合三丁目（1番、2番、8番及び9番）、中落合
四丁目〔8番（15号から32号まで）及び9番から32番まで〕

㉓ 落合第四小学校 下落合一丁目（1番から11番まで及び14番から16番まで）、下落合二丁目、下落合三丁目、下落
合四丁目

㉔ 落合第五小学校 中井一丁目、中井二丁目〔12番、13番（1号から8号まで及び24号）及び17番から30番まで〕、
上落合三丁目

㉕ 落合第六小学校 西落合一丁目（17番及び25番から29番まで）、西落合二丁目（1番から4番まで及び11番から
17番まで）、西落合三丁目（3番から7番まで及び10番から30番まで）、西落合四丁目

㉖

㉗

淀橋第四小学校 北新宿一丁目〔4番から16番まで、17番（11号から21号まで）、18番、27番及び28番〕、北
新宿三丁目、北新宿四丁目

北新宿一丁目〔1番から3番まで、17番(1号から10号まで及び22号から26号まで）及び19番
から26番まで及び29番から36番まで〕、北新宿二丁目、西新宿六丁目〔2番から4番まで、5番（1
号及び2号）及び7番〕、西新宿七丁目〔1番、2番（1号から7号まで及び13号から15号まで）、
7番から23番まで〕、西新宿八丁目

㉘ 西新宿小学校 西新宿一丁目、西新宿二丁目、西新宿三丁目、西新宿四丁目、西新宿五丁目、西新宿六丁目〔1番、5
番（3号及び4号）、6番及び8番から26番まで〕

㉙ 西戸山小学校 百人町三丁目、百人町四丁目
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